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令和５年第３回定例会 

富 良 野 市 議 会 会 議 録 

 

 

令和５年９月 20日（水曜日）午前 10時 00分開議 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

◎議事日程（第２号） 

 日程第 １ 市政に関する一般質問 

佐 藤 秀 靖 君 １．持続可能な観光地経営の基盤確立について 

 ２．健幸都市実現に向けた取組について 

大 栗 民 江 君 １．がん予防とがん患者の支援について 

 ２．熱中症対策の推進について 

大 西 三奈子 君 １．子どもの過ごす居場所における夏季の暑さ対策と空調(冷房) 

   設備の設置について 

松 下 寿美枝 君 １．市有財産について 

           ２．公民館機能の充実について 

天 日 公 子 君 １．福祉灯油の対象者拡大について 

           ２．ＪＲ根室線富良野―新得間の廃止後における零号歩道橋横の 

市道開通について 
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                午前10時00分 開議 

                 （出席議員数16名） 

――――――――――――――――――――――――― 

        開  議  宣  告        

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文君） これより、本日の会議を開きま

す。 

――――――――――――――――――――――――― 

        会議録署名議員の指名         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文君） 本日の会議録署名議員には、 

        佐 藤 秀 靖 君 

        大 西 三奈子 君 

を御指名申し上げます。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１ 市政に関する一般質問 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文君） 日程第１、市政に関する一般質

問を行います。 

 質問の順序は、御配付のとおり、順次、行います。 

 質問は、５名の諸君により、９件の通告があります。 

 質問に当たっては、重複を避け、また、答弁に際しま

しても、簡潔にされるよう御協力をお願い申し上げます。 

 それでは、ただいまより、佐藤秀靖君の質問を行いま

す。 

 ７番佐藤秀靖君。 

○７番（佐藤秀靖君） -登壇- 

 通告に従い、２件質問してまいります。 

 １件目、持続可能な観光地経営の基盤確立について。 

 本市の基幹産業は農業と観光でありますが、道内屈指

の観光地である本市の観光は、コロナ禍において、外国

人観光客が一時的に消滅し、日本人の国内旅行も半減す

るなど、観光産業は深刻な打撃を受け、市内経済にも大

きな影響を及ぼしました。コロナ禍を経て、旅行需要は

急速に回復していますが、その形態には大きな変化が見

られるようになっています。 

 世界最大の宿泊予約サイト、ブッキングドットコムが

令和４年６月に公表したデータによると、世界の旅行者

の約71％がサステーナブルな旅行に関心があるとし、世

界的に持続可能な観光への関心が高まっています。旅行

形態は、団体旅行から個人旅行へ変化し、ガイドブック

を片手に観光地を足早に見て回る旅行から滞在・体験型

の旅行にシフトしました。昨今は、旅程を詰め込まず、

旅先で自由に旅行をアレンジして、旅先の人々との交流

を通じ、地域の価値を見いだすスローツーリズムと称さ

れる形態に変化しつつあります。 

 こうした観光を取り巻く近年の情勢の変化を踏まえ、

国は、平成18年に制定した観光立国推進基本法に基づき、

今年５月に観光立国推進基本計画を６年ぶりに改定しま

した。この中で、人口減少、少子高齢化が進む中、交流

人口、関係人口の拡大は、地域の活力の維持、発展に不

可欠であり、観光は成長戦略の柱、地域活性化の切り札

である、観光を通じて住民自らの地域に誇りと愛着を感

じることは、活力に満ちた地域社会の持続可能な発展を

可能にするとしています。この観光立国推進基本法では、

持続可能な観光、消費拡大、地方誘客促進の三つのキー

ワードを掲げ、これまで以上に質の向上を重視した観光

へと転換していくとしています。 

 こうした国の考えと連動して、本市の観光政策の基盤

再構築が必要と考えるところから、持続可能な観光地経

営の基盤確立について、４項目伺います。 

 １項目め、観光地経営を担うＤＭＯ、観光地域づくり

法人の体制確立について、４点伺います。 

 １点目、私は、過去の一般質問で、早期のＤＭＯ設立

実現について提案してまいりましたが、財源を確保しな

がら検討を進めるとの答弁でした。 

 本市の観光振興を総合的かつ戦略的に推進するための

ビジョンを示したFURANO VISION 2030の第２期アクショ

ンプランが今年５月に公表されています。その中では、

宿泊税導入による財源確保に先行してＤＭＯを設立し、

アクションプランの実施主体とすることが明記されまし

た。 

 ＤＭＯ設立を先行させることに至った経緯を伺います。 

 ２点目、ＤＭＯを統括するＤＭＯマネジャーは、高い

レベルの知見とデータ分析力、活用力等が必要とされる

ため、地域外からの招聘が必要と考えられますが、ＤＭ

Ｏマネジャーなど、人材確保の考え方を伺います。 

 ３点目、コロナ禍において、誘客実務を支えた富良野

観光ウェブキャンペーン実行委員会やふらの観光まちづ

くり戦略会議など、各種会議体とＤＭＯとの関係性を伺

います。 

 ４点目、観光ＤＸと連動した現存の顧客情報のＣＲＭ、

顧客関係管理やＤＭＰ、データ管理プラットフォームな

ど、情報管理と観光戦略構築の考え方を伺います。 

 次に、２項目め、新たな観光コンテンツの造成につい

て伺います。 

 国は、観光立国推進基本計画の中で、観光で持続的に

稼げる地域となるためには、自治体や観光地域づくり法

人、ＤＭＯが住んでよし、訪れてよしの観光地づくりを

目指し、旅行者と地域住民双方に配慮した総合的な観光

地経営を行うことが重要だとしています。 

 １項目めで質問した観光地域づくり法人、ＤＭＯの体

制確立を進めると同時に、稼げる地域となるためには新

たな観光コンテンツづくりが必要と考えます。 

 国は、ＳＤＧｓ、持続可能な開発目標の考えの下、環

境、健康、観光を成長戦略の柱に据えています。本市に
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おいては、ゼロカーボンシティや健幸都市実現を推進し

ていますので、これらの取組を観光素材として活用し、

本市のまちづくりの取組自体を観光客の皆さんに体験し

ていただくことが肝要であり、冒頭、御紹介したスロー

ツーリズムの考え方に合致するものだと考えます。 

 こうした考えの下、４点伺います。 

 １点目、健幸都市推進と連動させた健康観光について。 

 医食同源のコンセプトで、富良野の食材を使った料理

の提供など、地産地消を一歩進め、付加価値をつけて地

域の稼ぐ力を後押しする飲食店、宿泊施設等との協働で

飲食メニューにカロリー表示する、（仮称）カロリーメ

ニュー登録店制度を新設して、市民も観光客も健康を意

識する健幸都市をアピールしてはどうかと考えますが、

見解を伺います。 

 ２点目、ゼロカーボンシティ宣言と連動させた環境観

光について。 

 観光客のごみの出し方などについて、市民からの苦情

が散見されます。 

 本市のごみのリサイクルの取組やごみ処理方法等を積

極的にアピールして、観光客が旅行に出る前に本市の取

組を理解してもらうことが必要と考えますが、見解を伺

います。 

 また、脱炭素・ゼロカーボン社会構築に向けた本市が

取り組む全国的に誇れるＲＤＦや紙おむつの資源化等を

紹介しつつ、テレビドラマ「北の国から」のロケセット

をゼロカーボン社会構築へのメッセージとして新たな切

り口、観光資源として見直し、富良野の強みを最大限活

用すべきであると考えますが、考えを伺います。 

 私は、令和４年第４回定例会で同様の提案をしていま

すが、そのときの答弁では、ロケ地活用の在り方を検討

するとのことでした。再度、見解を伺います。 

 ３点目、アドベンチャートラベルの取組支援について。 

 アドベンチャートラベルとは、１、アクティビティー、

体験プログラム、２、自然、３、異文化体験の３要素の

うち、二つ以上を組み合わせた旅行形態で、量より質を

重視した新しい旅行形態の一つと言われています。 

 先週、体験型観光の国際イベント、アドベンチャー・

トラベル・ワールド・サミットが、アジア地域で初とな

るイベントが道内で開催され、世界各国から観光関係者

が参加し、アドベンチャートラベルへの関心の高さがう

かがえました。 

 国や道は、観光客の満足度が高く、高付加価値で稼ぐ

力を強化するため、アドベンチャートラベルの導入を積

極的に支援していますが、富良野地域では、旅行関連事

業者などのアドベンチャートラベルについての取組が進

んでいないようであります。 

 アドベンチャートラベルの取組につながる支援策など

を探るため、事業者などとの意見交換や情報収集が必要

と考えますが、見解を伺います。 

 ４点目、既存の各種体験メニュー等の付加価値向上に

向けた取組について。 

 既存のアクティビティー体験時のガイド、インストラ

クターの話、ガイドトークにおいて、富良野の強みであ

るごみのリサイクルや農業、自然、健康などを共通キー

ワードとして各種ツアーのガイドトークに織り込み、冒

頭御紹介したスローツーリズムの考え方に合致した富良

野のまちの取組を紹介し、富良野のまちをより深く理解

してもらうため、体験事業者等と勉強会を開催するなど、

体験メニューのブラッシュアップなど、新しい仕掛けが

必要と考えますが、見解を伺います。 

 続いて、３項目め、持続可能な観光地づくりの推進体

制について。 

 観光を取り巻く環境は、冒頭申し上げたとおり、大き

く変化しています。旧態依然とした観光政策や観光プロ

モーションでは、国が目指す観光立国の考え方にはつい

ていけません。今回質問しているとおり、ＤＭＯを設立

し、司令塔として機能させ、観光コンテンツをブラッシ

ュアップしていくことに加え、観光人材の育成、確保も

重要な課題と考えます。 

 FURANO VISION 2030の第２期アクションプランには、

令和５年度に人材確保の取組が記載されていますが、育

成された人材によって構成された連携推進協議体と庁内

の推進組織、それぞれの内容について伺います。 

 最後に、４項目め、市民の観光に対する理解度調査に

ついて伺います。 

 持続可能なまちづくりにおいては、観光政策や観光客

の受入れ、富良野市民の観光客に対するおもてなしや思

いやりなどのホスピタリティーを発揮するには、市民の

理解促進が最も必要と考えます。 

 アクションプランには、無作為抽出による住民理解度

アンケート調査の実施とありますが、いつ頃、どのよう

な内容となるか、伺います。 

 替わって、２件目、健幸都市実現に向けた取組につい

て伺います。 

 今年５月、富良野市健幸都市推進プランが公表されて

います。 

 健幸都市推進に向けた主な施策として、六つの基本方

針を掲げ、推進プランの体系として、総合計画と取組分

野、基本方針と事業内容、担当課を明示して、全庁的取

組であることが示されました。 

 健幸都市推進プランについて、２点伺います。 

 １点目、庁内において、推進プランにおける施策の進

捗状況調査を実施済みと伺っております。施策プランの

体系を見ると施策内容と担当課が示されていますが、実

施時期が明記されておりません。 

 実施時期の把握も含めての調査なのか、伺います。 
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 また、調査結果は公表されるのかどうか、お知らせく

ださい。 

 ２点目、ふらの健幸ポイント事業の参加者が、500名想

定のところ、400名程度のようですが、現状をどのように

認識しているのか、伺います。 

 以上、１回目の質問といたします。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） -登壇- 

 おはようございます。 

 佐藤議員の御質問にお答えします。 

 １件目の持続可能な観光地経営の基盤確立についての

１点目、観光地経営の中枢を担うＤＭＯの体制の確立に

ついてのＤＭＯ設立を先行させることに至った経過であ

りますが、地域ＤＭＯを設立する上での大きな課題は、

専門人材と持続的な財源の確保であると考えております。 

 これまで、地域ＤＭＯが観光地域づくりを進めるため

の持続的な財源の確保について検討してまいりました。

現在、新型コロナウイルスが第５類の感染症に位置づけ

られたことにより、外国人観光客を含め、人流が戻って

きているとともに、令和８年度からの導入を検討してい

る宿泊税を有効に活用する体制を整える必要があること

から、宿泊税導入前に地域ＤＭＯの設立を目指すことと

したところであります。 

 次に、人材確保の考え方についてでありますが、地域

ＤＭＯの登録に必要な要件として、データ分析に基づい

たマーケティングに関する責任者を専従で置くことや、

運営収支や安定的な運営資金の確保に関する財務責任者

を置くことが挙げられます。この二つの専門人材のうち、

マーケティングに関する責任者につきましては、様々な

データの収集、分析、データに基づく戦略の構築と実践、

プロモーションの実施など、専門的な知識や技術などが

必要であることから、市内の観光関係者だけではなく、

外部の人材も視野に入れた人選が必要であると考えてお

ります。 

 次に、各種会議体との関係性及び情報管理と観光戦略

構築の考え方についてでありますが、コロナ禍において

観光誘客対策を担った富良野観光ウェブキャンペーン実

行委員会は既に解散しておりますが、市内の様々な関係

団体などで構成され、仮想ＤＭＯとして事業を展開して

まいりました。泊まるとメロン、泊まるとワイン、ふら

の割などの誘客事業により、蓄積した顧客情報を活用し、

現在も、市とふらの観光協会が連携し、月２回、本市の

観光情報の配信を行っているところであります。 

 今後、これらの事業は地域ＤＭＯに引き継ぐことを想

定しており、顧客情報や観光客のニーズに基づいた誘客

戦略の構築及び推進を担っていくものと考えております。 

 一方、ふらの観光まちづくり戦略会議は、現在、市、

ふらの観光協会、富良野商工会議所、ふらのまちづくり

株式会社の４者で構成されておりますが、地域ＤＭＯの

設立後の運営の在り方につきましては、地域ＤＭＯの組

織を構築していく中で、今後、議論してまいります。 

 ２点目の新たな観光コンテンツ造成についての健康観

光についてでありますが、飲食店で提供されるメニュー

へのカロリーメニュー表示は、健康管理の一つの目安と

なりますが、本市の観光と健康をリンクした取組としま

しては、まずは、市内飲食店において地域の農産品の活

用を拡大し、多くの方々に食べていただくことが重要で

あると考えております。さらに、その食材の産地や生産

者の表示があることにより、観光客に対する地産地消の

大きなアピールになると考えております。 

 飲食店におけるカロリー表示の取組につきましては、

商用（22ページで訂正）としての正確なカロリー計算の

方法や表示する手間も含め、飲食店側の取組に対する理

解が必要であることから、今後、研究を進めてまいりま

す。 

 次に、環境観光についての観光客へのごみのリサイク

ルのＰＲについてでありますが、昨年度、観光庁の持続

可能な観光地経営モデル形成事業を活用し、本市のごみ

のリサイクルを周知するウェブサイト、Furano 

Sustainable Dramaを開設しております。今後、このサイ

トなどを活用し、本市のごみのリサイクルへの理解と協

力について、旅前の観光客に対しての情報提供を検討し

てまいります。 

 また、環境と観光が連携する取組につきましては、道

道北の峰線の花壇やＪＲ富良野駅周辺のプランターに生

ごみ堆肥を使用するとともに、ウェブサイト、Furano 

Sustainable DramaをＰＲする看板の設置に取り組んでお

ります。さらに、ＮＰＯ法人富良野自然塾では、旅行中

に排出したＣＯ２を植樹によりオフセットするゼロカー

ボントラベラー事業に取り組むとともに、ウェブサイト、

Furano Sustainable DramaをＰＲするチラシを市内宿泊

施設や飲食店に配布したところであります。 

 「北の国から」のロケセットの活用につきましては、

10月１日、「拾って来た家」周辺で、「北の国から ふ

らの大収穫祭」が昨年に引き続き開催される予定であり、

昨年度、「北の国から」放映40周年事業で実施した「ひ

とりひとりのガイアナイト」は、今年度、新たに呼びか

け人にふらの市民環境会議が加わり、10月９日に開催さ

れるところであります。 

 今後も、本市の強みである環境への取組や、このまち

を舞台として発信してきた「北の国から」のメッセージ

やロケセットの活用により、誘客を進め、本市のブラン

ドの向上に役立てていきたいと考えております。 

 次に、高付加価値化に向けた観光事業者との意見交換

でありますが、今年度、アドベンチャー・トラベル・ワ
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ールド・サミットが北海道で開かれ、富良野美瑛広域観

光推進協議会として、９月11日の日帰りツアーに15名を

受け入れるとともに、９月12日からのサミットには担当

者を派遣し、富良野・美瑛エリアのＰＲやツアーの販売

に向けた商談を行っております。 

 本協議会では、今回のアドベンチャー・トラベル・ワ

ールド・サミットでの経験を踏まえ、次年度、観光コン

テンツの磨き上げや観光の高付加価値化につながる事業

の実施を計画していることから、本市の観光事業者との

意見交換を検討してまいります。 

 次に、体験事業者との勉強会の開催についてでありま

すが、本市の生活に根づいたごみの分別やリサイクル、

基幹産業である農業、森林、盆地などの地理的特徴、本

市の取組である持続可能な観光地域づくりなど、観光ガ

イドをはじめ、市民により語られることは、本市のＰＲ

や観光の付加価値向上につながるものと認識しておりま

す。 

 今後、観光の閑散期を活用し、観光事業者が参加でき

る勉強会や研修会の開催について、関係団体と連携して

検討してまいります。 

 ３点目の持続可能な観光地づくりの推進体制について

の連携推進協議会の内容についてでありますが、先月、

持続可能な観光地域づくりを進める市民団体、フラノサ

ステナブルアクション推進会議が設立されたところであ

ります。この団体は、持続可能な観光地域づくりを進め、

住民のなりわいや生活、地域の経済、文化、環境及び観

光地経営の仕組みをより持続可能なものとするための活

動を目的としており、サステーナブルツーリズムの研修

を修了した者、団体の目的に賛同する者で構成され、現

在12名が加入しております。 

 活動内容としましては、持続可能な観光地域づくりに

関する情報収集、研究をはじめ、地域住民との交流、協

働、イベントの企画、運営、環境保全、地域振興に関す

る活動などであり、今後、本市が進める持続可能な観光

地域づくりでの連携を想定しております。 

 また、庁内の推進組織についてでありますが、観光庁

が定める日本版持続可能な観光ガイドラインに沿った取

組を推進するため、持続可能な観光地域づくり庁内推進

委員会を７月に設置したところであります。 

 今後、庁内推進委員会及び実務担当者会議を開催し、

ガイドラインに基づき、市の取組を点検し、必要な事業

の検討をしてまいります。 

 ４点目の市民の観光に対する理解度調査についてであ

りますが、本市の基幹産業である観光が地域にもたらす

経済効果を測定するため、５年に一度、観光経済調査を

実施しており、本年度が実施年となっております。前回

の平成30年度の調査において、住んでよし、訪れてよし

の観光地域を目指すためには、観光に対する市民の意識

を把握することが必要であると判断し、市民意識調査を

併せて実施してきたところであります。 

 今回のアンケートの内容につきましては、前回からの

経年変化を把握するため、市民の観光への意識、国内客、

海外客の受入れに対する意識、観光施策に対する意見な

どの主要項目については継続するとともに、持続可能な

観光地域づくりに向け、観光にも関連が認められる環境

に対する意識についての項目を新たに盛り込むことを検

討しております。 

 なお、アンケートの実施時期につきましては、10月下

旬を予定しております。 

 ２件目の健幸都市実現に向けた取組についての健幸都

市推進プランについてでありますが、全庁的に健幸都市

実現に向けた施策を進めるため、本年５月、富良野市健

幸都市推進プランを策定しております。 

 推進プランにおける施策の進捗状況調査につきまして

は、庁内の健幸都市づくりプロジェクト会議において、

本年度の各部署における取組状況やその課題、今後の方

向性や予定について把握し、プロジェクト会議内で情報

共有を図り、健幸都市実現に向け、確実に取組を進める

ことを目的として実施しました。 

 また、今回の調査は、プロジェクト会議内の内部調査

であるため、結果につきましては公表の予定はありませ

んが、今後、健幸都市推進に関する取組について、広報

紙等を活用し、市民周知を図ってまいります。 

 次に、ふらの健幸ポイント事業の現状でありますが、

本年度は442名に参加いただいております。昨年度の参加

は292名でありましたが、昨年度の参加者が知人を誘うな

どの口コミ効果や、一部、ポイント設定の見直しやイン

センティブの拡大を図ったことで、本年度の参加者の増

加につながっております。 

 今後も、広報紙及び参加者向け通信の発行や、健幸ポ

イントの付加による市内イベントとのタイアップを進め

るなど、他の行政施策との連携により、参加者の拡大を

図るとともに、参加者が楽しみながら健康づくりに取り

組める仕組みを展開してまいります。 

 以上です。 

 御訂正をお願いいたします。 

 １件目の２点目、新たな観光コンテンツ造成について

の健康観光についての答弁の中で、飲食店におけるカロ

リー表示の取組につきましては、商用としての正確なと

いうところを商品と申し上げました。正しくは、商用と

してということでございますので、御訂正をお願いいた

します。 

○議長（渋谷正文君） 再質問ございませんか。 

 ７番佐藤秀靖君。 

○７番（佐藤秀靖君） それでは、順次、再質問させて

いただきます。 
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 １件目、ＤＭＯの体制確立についてであります。 

 先ほど、財源を確保する前に体制を確立するというこ

との御答弁をいただきましたけれども、この中で、いま

まで言われていたのは財源を確保してからというふうに

私は理解をしておりました。ですから、宿泊税を導入し

た後というふうに私は理解をしておりました。 

 ということは、現在、道との調整で、宿泊税の導入は、

予定では令和８年度ということであります。その前にＤ

ＭＯを設置するということになると、当然お金がかかる

わけですけれども、その場合は一般財源から捻出すると

いうことになろうかと思います。 

 私は、以前から、ＤＭＯ設置は可及的速やかにするべ

きだという考えを持っております。なぜなら、全国的に

ＤＭＯの設置が相次いでいまして、稼げる地域を目指し

て各地域が地域の掘り起こしをしている、その中で、富

良野も同様にその動きを活発にする必要があるというこ

とを私は訴えてきましたので、一般財源を使って先行投

資をするという考え方で私は賛成するところなのですけ

れども、この財源の捻出の仕方について伺います。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 佐藤議員の再質問にお答え

いたします。 

 ＤＭＯ運営に関する財源の確保というところでありま

すけれども、先ほど佐藤議員もおっしゃっていたとおり、

いま、財源の確保として宿泊税の検討がされています。

道税、また、市税もありますけれども、道税の制度設計

に向けて、いま議論が進んでいるところでありますけれ

ども、令和８年度か令和７年度の後半の辺りで議論が進

んでいます。 

 その中で、富良野市のＤＭＯの運営に関する財源の確

保になりますけれども、やはり、先ほど市長答弁の中で

ありましたとおり、人流が戻ってきておりまして、それ

を待っていては多分乗り遅れるだろうということがあり

ます。ですので、財源の確保、宿泊税が入ってきていな

い状態でありますけれども、一般財源などを含めて財源

の確保をしながら運営を進めていきたい、このように考

えています。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ７番佐藤秀靖君。 

○７番（佐藤秀靖君） ＤＭＯの人材確保であります。 

 先ほど、ＤＭＯを統括するＤＭＯマネジャーの人材確

保というお話をさせていただきましたけれども、私が申

し上げたとおり、全国的にＤＭＯの設置が相次いでいる

中で、ＤＭＯマネジャーとなり得る人材というのがあっ

ちこっちで引っ張りだこになっていまして、人材確保を

するのは非常に難しいと聞いています。やっぱり、高い

レベルの知見とマーケティング力がないと、ＤＭＯマネ

ジャーとして、司令塔として機能しないということであ

りますので、ちょっとやそっとの人では役に立たないと

いうことでありますので、ＤＭＯマネジャーの人材確保

の方法などの考え方がありましたらお知らせいただきた

いと思います。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 佐藤議員の再質問にお答え

いたします。 

 ＤＭＯの専門人材の確保の方法についてであると思い

ますけれども、この人材は、先ほど市長答弁のほうであ

りましたとおり、データ分析に基づいたマーケティング

に関する責任者は専従という条件になっておりまして、

また、持続可能な運営のための運営収支や安定的な運営

資金の確保に関する財務責任者を置くことになっていま

す。 

 先ほど議員もおっしゃっていたとおり、人材の確保は

非常に難しいというふうに思っております。この人材に

つきましては、専門知識や経験を有する人材を多様な業

種から広く採用することが望ましいとＤＭＯのガイドラ

インの中でも記載されております。今後、人材の募集に

つきましては、公募だけではなく、それぞれ、富良野の

観光事業者を含めて、そのネットワークを生かしながら

登用できればというふうに思っています。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ７番佐藤秀靖君。 

○７番（佐藤秀靖君） いまのＤＭＯマネジャーの人材

確保についてなのですけれども、いま部長から御答弁が

ありました公募だけではなかなか難しいと。結構あちこ

ちで公募をしています。この中で見る限りでは、相当厳

しいといいますか、条件に合う方を確保するというのは

なかなか難しいというふうに私も感じています。 

 その中で、富良野の関係者からの紹介だとか、人脈を

活用してということだと思います。人材を紹介するよう

な政府の機関、組織もあるようですが、こことの連携、

例えば、ただ単にお願いしますと言っても、なかなかこ

れも難しいところなのかと思いますけれども、こういっ

た一歩深掘りした対策が必要ではないかというふうに思

いますが、いかがでしょうか。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 佐藤議員の再々質問にお答

えいたします。 

 やはり、この専門人材の確保については非常に難しい

というところでありますので、議員がおっしゃられたと

おり、関係機関を含めて、様々なところとのネットワー
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クというか、ありとあらゆるものを活用しながら人材を

確保していきたいというふうに考えています。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ７番佐藤秀靖君。 

○７番（佐藤秀靖君） 次の４点目、顧客情報管理と観

光戦略の考え方については、先ほど市長からの御答弁で

了解したところであります。 

 ２点目の新たな観光コンテンツの造成についてであり

ます。 

 この中で、健康観光、そして環境観光ということで２

点お伺いをしているところですが、まず、最初の健康観

光について、私は、（仮称）カロリーメニュー表示登録

制度などということを言いましたけれども、私はこれに

こだわっているわけではないのです。健幸都市実現に向

けて様々な取組をしている中で、せっかく富良野市民に

対して健幸都市実現に向けたアクションプランもつくり

ながら、じわじわとそれが市民理解につながっていくと

いうところが現状地かというふうに思っていますけれど

も、であれば、観光客の皆さんにも来ていただいて、富

良野の取組を理解してもらう、そのためには地産地消を

一歩進めた医食同源のコンセプトが必要なのかなという

ふうに思っているところなのです。 

 何が言いたいかというと、取組の見える化、見せる化

も必要なのですけれども、伝える化ということが必要だ

と思っているのです。そんな中で、こうした見える化、

伝える化というところの一つとして健康観光があるのか

というふうに思っています。 

 ちょっと話が長くて恐縮ですが、観光でいえば、FURANO 

VISION 2030のアクションプラン第Ⅱ期の中で、四つの視

点と五つの戦略の中の四つの視点の中の一つに、ユニバ

ーサルデザインによる、高齢者、障がい者に向けた、全

ての旅行者が記憶に残り、心地よさと旅の喜びを実感で

きる地域社会を構築すると書いてあります。 

 この中で考えると、例えば、カロリー表示などもユニ

バーサルデザインに入るのでしょう。例えば、糖尿病の

方は全国2,000万人いると言われていますけれども、この

方々が旅行に出られない大きな要因というのは食事なの

です。なので、カロリー表示をしてあげると非常に安心

して旅行に出られるということもデータで出ています。 

 こんな部分も含めて、健康観光ということを進めるべ

きではないかというふうに思っていますが、見解を伺い

ます。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 佐藤議員の再質問にお答え

いたします。 

 健康と観光ということでありますけれども、市長答弁

の中でもありましたとおり、地元の農産品を食べていた

だく、これも一つの方法、また、カロリー表示、これも

一つの方法ですし、また、産地の表示、こういうものも

一つの形かというふうに思っています。 

 それで、これから観光と健康の結びつきというところ

でありますけれども、例えば、先日行われましたふらの

ワインぶどう祭りの中において、カゴメとの連携の中で

ベジチェックというものをやらせていただきました。手

をかざすだけで、どのぐらい野菜を取れているかという

ことを数値で表すというような内容になりますけれども、

例えばそういうものとの連携ですとか、市の内部でも保

健医療課との連携もありました。 

 そういうものがこれからの観光に導入できるかどうか、

これからカゴメとの連携も進んでいきますので、その可

能性について探っていくことも一つの方法かというふう

に思っています。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 佐藤議員、質問は簡潔にお願い

いたします。 

 続いて、質問ございませんか。 

 ７番佐藤秀靖君。 

○７番（佐藤秀靖君） 続きまして、環境観光との連携

であります。 

 先ほどの御答弁の中で、富良野のリサイクル、環境に

対する考え方をまとめたFurano Sustainable Dramaとい

うホームページをつくっているということでありました。

私もこれを拝見しましたけれども、まとまっているのか

というふうに思ったのですが、実は、ふらの観光協会の

ホームページ、ふらのindexだとか、富良野市のホームペ

ージ等とはリンクはしていないのです。見ようと思って

も、なかなか検索ができない状況であります。 

 先ほど申し上げたとおり、富良野の取組も紹介しつつ、

ホームページの作成というふうになっていますので、こ

れはぜひリンクして、先ほど申し上げたとおり、観光客

の皆さんが旅行に出る前にそれを承知していただくとい

うことが必要だと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 佐藤議員の再質問にお答え

します。 

 ただいま佐藤議員から指摘されたとおり、ふらの観光

協会のホームページ、Furano Sustainable Dramaについ

ては、まだほかのサイトにリンクは張られておりません。

今後、旅前の観光客の皆さんにこの富良野のリサイクル

等を知っていただくために、これから、ほかのサイトと

のリンクを張らせていただきたいというふうに思ってい

ます。 

 それと、ごみの分別をどのようにしていくのかという
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ような内容がまだまだ盛り込まれていないという状況で

ありますので、そのようなものを含めて、記載できるよ

うに検討してまいります。 

 それが、これから、例えば、地域のごみステーション

にいろいろなものが捨てられているだとか、観光事業者

がその処理に苦労しているだとか、そのようなものへの

対応にもなっていくのかというふうに考えています。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ７番佐藤秀靖君。 

○７番（佐藤秀靖君） いまの環境観光の中の次の点で、

テレビドラマの「北の国から」のロケセットの在り方と

いうところも質問させていただきました。これも検討し

ていくという御答弁でしたけれども、私が令和４年の第

４回定例会で同様の質問をしています。このときには、

環境のほうから見た活用の仕方ということで質問させて

いただいています。その中で、「北の国から」のロケセ

ットも富良野市の取組の一つの象徴的なものだから活用

を検討していきますという御答弁をいただいております。 

 先ほどの御答弁もほぼ同じということでありまして、

その検討がどの程度進んでいるのかというところをお伺

いします。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 佐藤議員の再々質問にお答

えいたします。 

 「北の国から」のロケセットの活用の関係であります

けれども、先ほど市長の答弁にもありましたとおり、い

ま、様々な市民団体の中で、｢拾って来た家｣を中心に活

用がされているというところであります。また、９月の

下旬でしょうか、キャンプがその周辺で予定をされてい

て、非常に活用され始めているというところであります。 

 前回の令和４年第４回定例会の中でこの質問をいただ

きましたけれども、そのときにも答弁させていただきま

したが、このドラマのイメージや雰囲気を壊さないよう

に進めていかなくてはいけないというふうに考えており

ます。 

 いま、様々な市民団体の取組も進んでおりますけれど

も、これから市のほうでもゼロカーボンの動きもありま

すので、それぞれの動きを見ながら検討していきたいと

いうふうに考えています。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ７番佐藤秀靖君。 

○７番（佐藤秀靖君） その次の質問、アドベンチャー

トラベル、それから、既存のメニュー等の付加価値をつ

ける取組については、研究を進める、事業者との対話を

進めるということで御答弁をいただきましたので、おお

むね納得いたしました。 

 ３点目の持続可能な観光地づくりの推進体制について

もお話をいただきましたので、了解させていただきまし

た。 

 残る４点目、市民の観光に対する理解度調査について

であります。 

 私は、観光政策を進める中においては、ここが一番重

要かというふうに思っています。住んでよし、訪れてよ

しの観光地をつくるためには、市民の理解度が進んでい

ないとホスピタリティーに反映されないということであ

ります。ですから、市民の皆さんが観光客に対してホス

ピタリティーを発揮していただくためには、市民の皆さ

んの観光への理解を促進する必要があるということであ

ります。 

 これは、先ほどから話をさせていただいています健幸

都市だとか環境都市だとかという部分、特に環境都市、

富良野市民の皆さんが日々努力したリサイクル、ＲＤＦ

の取組などというのは市民の皆さんのプライドになるわ

けであります。ですから、観光に対する理解度調査は、

市民の誇り、自慢できるまち、これはシティプロモーシ

ョンとの親和性が高いと思うのですけれども、こんなと

ころも調査するようなアンケート内容にしたらどうかと

思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 佐藤議員の再質問にお答え

いたします。 

 市民意識調査ということであります。 

 観光に対するどのぐらいの市民の理解があるか、ここ

の部分でありますけれども、先ほど市長答弁の中でもあ

りましたとおり、前回の平成30年度の調査に引き続き、

経年経過というものを理解するために変えない項目もあ

ります。その中で、環境に対する意見ということで、そ

のような内容も盛り込んでいくところであります。 

 それで、平成30年度に実施したときに、市民の意識と

いうものが、まず、観光への意識については、観光客が

増えていること、また、知名度が向上していることにつ

いて、これについては８割以上の方が好ましい、誇らし

いと回答されています。また、観光振興への影響の部分

でプラスの面では、にぎわいが出る、活気が出る、また、

イメージが向上する、あるいはインフラ整備が進む、こ

のようなプラス面で捉えられている方がいる一方で、マ

イナスの面でいきますと、ごみが増えるですとか、ある

いは、農地が荒れる、ほかの産業に影響が出る、また交

通渋滞が生まれる、このようなマイナスの印象を受けて

いる方もいらっしゃいます。 

 また、観光客との接点というところでいきますと、観

光客と接点を持ちたい、持ちたくない、それが大体同数
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ぐらい、同じ割合というふうになっております。また、

観光地として目指す姿については、環境に配慮した持続

可能な観光地が66％ぐらい、また、観光地としての発展

より、住民の生活を重視してほしいが36％とあります。

ということで、観光に対するマイナスのイメージを持っ

ている市民も結構いらっしゃるという状況であります。 

 観光地域づくりは、経済を追い求めるものだけではな

くて、観光地域づくりを進めることによって、住民の生

活が向上すること、ここは非常に大事ですので、このマ

イナスのイメージを払拭できるような取組を今後検討し

なくてはいけないというふうに考えています。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 経済部長、誇りを入れてはとい

う趣旨でありましたので、御答弁お願いいたします。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 追加で御答弁させていただ

きます。 

市民の誇りをということでありますが、様々な取組が

市民活動の中でも行われていますので、そのようなもの

もこれから生きるようなアンケート内容にできればとい

うふうに思っています。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ７番佐藤秀靖君。 

○７番（佐藤秀靖君） それでは、最後に、健幸都市推

進プランについて伺います。 

 健幸ポイント事業の件でありますが、先ほど御答弁い

ただきました、今年度の参加者は420名程度ということで、

私は400人程度と聞いていたのですけれども、失礼しまし

た。昨年度に比べると数字は随分伸びていますというお

話でありました。 

 今年度は、昨年度に比べてポイントの付与の仕方、そ

れから、個人インセンティブを高めたというところで少

し参加者が増えたのかと思うのですけれども、実は、こ

れについて、令和４年第４回定例会で、市民福祉委員会

のほうから、都市事例調査も含めて、この件について報

告がされています。 

 その中で、私が、一つ、ぜひ取り入れていただきたい

なと思うのが、ソーシャルネットワークインセンティブ

の考え方なのです。これは、現在、富良野市でやってい

るのは、それぞれの参加者が健幸ポイントを稼ぐためで

はないですけれども、健康になるためのアクションを起

こして、それに対してポイントを付与しますということ

ですが、いま申し上げたソーシャルネットワークインセ

ンティブというのは、参加者が努力して得たポイントを、

自分のためではなく、地域のために使うという考え方な

のです。例えば、小学校区域の中で、小学校のＰＴＡ、

親御さんが努力してポイントをためました、それを自分

のためではなくて小学校に寄附をしますという考え方な

のです。 

 これの最大のメリットというのは、これをやることに

よって地域貢献、社会参加ができているという認識が生

まれるということです。プラス、これは、インセンティ

ブというか、ポイントも、いまは商品券に替えています

けれども、この原資は税金でありますから、その税金を

個人に活用するのではなく地域に還元するという考え方

であります。こういう考え方は非常に合理的で、まして

社会参画、社会貢献という認識の下に行われる事業かと

いうふうに思っています。 

 こういう考え方を導入してはどうかということであり

ますが、見解を伺います。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 保健福祉部長柿本敦史君。 

○保健福祉部長（柿本敦史君） 佐藤議員の再質問にお

答えいたします。 

 健幸ポイント事業のポイントの還元に関して、ソーシ

ャルネットワークインセンティブ、いわゆるグループ等

で取り組んだ場合の学校とか地域に寄附するようなシス

テムの導入はどうかという御質問でございます。 

 実は、担当課におきましても、兵庫県の豊岡市とか、

あと、道内にも同様の事業を行っているところがござい

まして、そちらのほうのシステム等をいま勉強させてい

ただいております。これを来年度以降の事業にも取り組

んでいけたらと、検討中でございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文君） 以上で、佐藤秀靖君の質問は終

了いたしました。 

 ここで、午前11時５分まで休憩します。 

     ――――――――――――――― 

        午前10時59分 休憩 

        午前11時05分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文君） 休憩前に引き続き、会議を開き

ます。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 次に、大栗民江君の質問を行います。 

 11番大栗民江君。 

○11番（大栗民江君） -登壇- 

 通告に従い、一般質問します。 

 １件目、がん予防とがん患者の支援についてお伺いし

ます。 

 １項目め、乳がん予防とがん患者の支援の取組につい

てです。 

 日本で約40年にわたり死因第１位であるがんは、医療
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の進歩により救える病になり、いまや２人に１人がかか

る身近な病気とも言われ、全国的にがん予防やがん患者

を支える支援策が行われています。９月は、がんに関す

る正しい知識やがん検診の重要性などを訴えるがん征圧

月間であり、10月はピンクリボン月間として、乳がんの

正しい知識を広め、検診を受けるよう促す取組が集中的

に行われています。 

 最新統計によりますと、日本人女性が生涯のうちに乳

がんに罹患する可能性は９人に１人がかかる割合となり、

毎年、新たに乳がんになる人はこの15年間で倍増してい

ます。乳がんは、早期発見、早期治療によって約90％の

人が治癒すると言われていることから、定期検診の受診

や自己検診が重要と思い、本市の取組について質問して

まいります。 

 １点目、本市の乳がん検診の受診状況についてです。 

 富良野市健康増進計画（第二次）中間評価は、乳がん

受診率の目標を2018年度の現状値20.6％から2023年度の

目標値を50％と示されていますが、本市の乳がん検診の

受診状況はどのようになっているのでしょうか、お伺い

します。 

 ２点目、乳がんは女性が最もかかりやすいがんであり

ますが、唯一、自分で早期に発見できるがんでもありま

す。日頃よりセルフチェックを心がけ、早期発見につな

がることができるよう、過去にも自己検診の推進を質問

し、市内に銭湯があった当時は、福乃湯やハイランドふ

らの、富良野市中心街活性化センターふらっとなどでも

自己検診法を記したカードを活用されていた時期があり

ましたが、いまは銭湯もセルフチェックカードもありま

せん。 

 乳がんは、ＡＹＡ世代と言われる思春期や若年成人の

女性に関心を持ってもらうことも重要と思いますので、

浴場やシャワールームで、フックなど見やすい場所にか

けて、セルフチェックを習慣化する環境づくりに役立つ

グッズの活用を推進するべきと思いますが、自己触診法

を示したカードなどの活用の推進について考えをお伺い

します。 

 ３点目、厚生労働省は、乳がんや皮膚移植の手術によ

り体に傷痕が残った方が入浴する際に、公衆浴場、旅館、

ホテルの浴場、サウナなどで、傷痕をカバーする専用入

浴着を着用したままで入浴をすることができるとし、入

浴施設などの事業者、従業員や入浴施設を利用される皆

様に理解と配慮を願う周知、広報を行っています。 

 都道府県や保健所設置市への本年２月13日付の事務連

絡では、入浴施設などの利用者の理解促進に向けて、が

ん対策主管部局などの関係部署とも連携しつつ、ホーム

ページや広報紙で周知を行うなど積極的な情報発信を行

うよう協力を求められており、周知依頼には、自治体の

ホームページにパンフレットを掲載するとともに、事業

者にもパンフレットの配付を行ったり、担当部局だけで

なく、がん対策などの関係部局のホームページにおいて

も周知を行うなどの好事例の取組も記されています。ま

た、自治体向け調査の結果概要を資料添付し、入浴着理

解促進ポスターはどなたでも自由に使用できるように配

慮をされています。 

 本市は、保健所設置市ではありませんが、乳がん患者

へのこのような細かな配慮を促す取組について見解をお

伺いします。 

 ４点目、いまや不治の病ではなくなり、救える病、長

く付き合う病気となったがんでありますが、それでも、

病と闘っていく過程には、身体的、精神的、経済的にと、

がん患者には大きな負担があります。 

 治療やその副作用により外見の変容に悩むがん患者に

対し、医療用ウイッグ、かつらや胸部補正具など、自治

体により条件や補助額など支援策は様々ですが、補助金

や助成金制度などを設けている自治体が増えてきました。

抗がん剤の治療中は脱毛になりますが、治療がある程度

終わった段階で髪の毛が生えてくるので、通気性のある

もの、生えてくる髪の毛を傷つけないように頭皮を守る

ものなので、金額の幅はあるものの、医療用ウイッグは

高額で、患者にとっては大きな負担となっています。 

 治療と就労、社会参画の両立の面から、患者の心理的

及び経済的な負担を少しでも軽減できるように、本市も、

がん患者の外見ケアに対する支援制度を創設するべきと

考えますが、本市におけるがん患者の外見支援の現状と

外見ケアに対する支援制度の創設について、取組の考え

をお伺いします。 

 ２項目め、子宮頸がん予防、ＨＰＶワクチンと予防に

ついてです。 

 子宮頸がんの発症予防を目的とした子宮頸がん予防、

ＨＰＶワクチンについては、令和４年より、定期接種対

象者への積極的勧奨が再開されました。積極的勧奨差し

控えの期間にＨＰＶワクチンの接種を逃してしまった平

成９年度生まれから平成18年度生まれまでの女性に対し、

再度、接種機会を設けるキャッチアップ制度も開始され

たことで、子宮頸がん予防、ＨＰＶワクチン接種に対す

る関心が高まっております。 

 このキャッチアップ接種の期間は３年間の時限措置が

取られており、その期限は令和４年４月から令和７年３

月までとなっております。令和５年４月からは、従来の

２価ワクチンと４価ワクチンに加え、新たに９価ワクチ

ンの定期接種が開始されています。若い年齢層で発症す

る割合が高い子宮頸がんの予防には、接種対象者と保護

者が認識を深め、接種の機会を逃さぬよう必要な情報提

供を充実させるには、行政による啓発、情報発信、学校

でのがん教育、医療機関との連携などが必要と考え、質

問してまいります。 
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 １点目、子宮頸がん予防、ＨＰＶワクチンの接種数は、

積極的勧奨の再開以前と比較してどのように推移してい

るのでしょうか、接種状況についてお伺いします。 

 ２点目、子宮頸がん予防、ＨＰＶワクチン接種後の副

反応などについて、市内の発生状況や接種に不安を持つ

方への相談対応についてお伺いします。 

 ３点目、接種対象者で高校３年生を超える対象者や大

学生、社会人になっている人など、市外とか道外にいる

可能性のある方への取組についてお伺いします。 

 ４点目、ワクチンプラス検診が大事であります。本市

の2018年度の検診受診の現状値は14.6％でありましたが、

検診の受診率の状況と検診率向上の取組の考えについて

お伺いいたします。 

 ５点目、任意接種である男子のＨＰＶワクチン接種に

ついて、道内の余市町が、自費で受けると全３回の接種

で約五、六万円ほどかかる４価ワクチンの費用助成を開

始されました。令和４年６月16日の北海道新聞には、齊

藤啓輔町長が、私も既に自己負担で接種をした、若者の

ワクチン接種が子宮頸がんの予防につながり、ひいては

将来の子育て世代を守ることになると、男性に助成を拡

大する狙いをコメントされていました。余市町のホーム

ページでは、ＨＰＶワクチンを男女ともに接種すること

で、パートナー間のＨＰＶ感染拡大を予防し、女性の子

宮頸がんをはじめ、男性に多い咽頭がんや肛門がんの発

症予防につながると考えられていますと、公式ホームペ

ージにおいて新規事業を開始された男性のＨＰＶ接種に

ついて広報を更新されております。 

 本市においては、男子への接種についてどのように考

えられているのでしょうか、本市の見解についてお伺い

します。 

 ２件目、熱中症対策の推進についてお伺いします。 

 １項目、熱中症に対する予防の取組についてです。 

 今年の夏は、全国的に猛暑が続き、平年から大きくか

け離れた天候により、熱中症の危険性が高まる状況にあ

りました。今年のように、気温の高い日が続く時期に備

え、市民に対する熱中症予防の取組が必要と考え、質問

してまいります。 

 １点目、熱中症は、適切な予防や対処が実施されれば、

死亡や重症化を防ぐことができます。熱中症は、人の命

に関わることがあることから、熱中症予防の普及啓発、

注意喚起の取組についてお伺いします。 

 ２点目、熱中症を予防するためには、脱水と体温の上

昇を抑えることが基本と言われており、高齢者の皆様に

熱中症予防のための行動を意識していただけるよう、関

係者が一体となって対策を的確に進める必要があります。 

 高齢者の熱中症に対する予防への意識を醸成するため

の取組についてお伺いいたします。 

 ３点目、熱中症予防のために、クールシェアなどの取

組が広がっております。今後の各部の連携や熱中症予防

の取組の考えについてお伺いいたします。 

 以上、１回目の質問といたします。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） -登壇- 

 大栗議員の御質問にお答えします。 

 １件目のがん予防とがん患者の支援についての乳がん

予防とがん患者の支援の取組についてでありますが、乳

がん検診は、40歳以上の女性を対象としており、受診機

会は２年に一度となっております。 

 本市の令和４年度の乳がん検診の受診率は21.7％で、

国や道の受診率を上回っているものの、過去５年間の受

診状況はほぼ横ばいとなっております。 

 過去５年間に市の検診を受診していない40歳、45歳、

50歳、55歳、60歳の対象者には無料クーポンを郵送し、

受診率向上に努めております。 

 自己検診法を示したカードの活用の推進についてであ

りますが、市民の関心を高めるには、検診時の自己検診

法の説明とともにリーフレットを配付することが有効で

あり、今後も、乳がん検診の啓発に併せて自己検診法の

啓発に努めてまいります。 

 次に、乳がんや皮膚移植手術などの傷痕をカバーする

入浴着を着用した入浴についてでありますが、現在、北

海道において理解促進を進めているところであり、本市

でもハイランドふらのにおいて入浴着を着用しての入浴

は可能であり、施設内に入浴着理解促進ポスターを掲示

し、利用者が気兼ねなく入浴できるよう努めております。 

 次に、治療と社会参加の両立から、がん患者の外見支

援の現状と外見ケアに対する支援制度の創設についてで

ありますが、医療用ウイッグや胸部補正具などの購入費

用に対する助成制度につきましては、実施自治体等を参

考に調査研究を進めてまいります。 

 ２件目の子宮頸がんＨＰＶワクチンと予防についてで

ありますが、ＨＰＶワクチンにつきましては、平成25年

６月から接種対象者への積極的勧奨が控えられましたが、

令和４年度より再開し、定期接種対象者への個別通知に

加え、積極的勧奨を差し控えた期間中に接種年齢を過ぎ

た対象者へも接種機会を提供するため、個別通知を行い、

キャッチアップ接種を実施しております。 

 また、令和５年４月からは、これまでの２価、４価ワ

クチンに加え、９価ワクチンも定期接種が可能となり、

市内３か所の医療機関で接種できる体制を整えておりま

す。 

 ＨＰＶワクチンの接種状況につきましては、令和４年

度の接種数は、定期接種60名、キャッチアップ接種121

名となっております。 

 本市においては、積極的勧奨再開以降、ワクチン接種
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後の副反応や接種に関する相談はありません。 

 次に、進学等により市外で接種した市民の対応につき

ましては、他の定期接種同様、接種後に本人からの申請

により償還払いを行っております。 

 次に、子宮頸がん検診の受診率の状況と受診率向上の

取組につきましては、市が実施する検診の受診機会は２

年に一度で、令和４年度の受診率は13.8％となっており

ます。 

 子宮頸がん検診は、20歳から受診が推奨されており、

広報や市のホームページでの市民周知のほか、乳幼児健

診時に各種検診の案内チラシを配付し、受診勧奨に努め

ております。また、過去５年間に市の検診を受けたこと

がない20歳、25歳、30歳、35歳、40歳の対象者に対し、

無料クーポン券を郵送し、受診勧奨を行っております。

今後も、これまでの取組を継続し、受診率向上に努めて

まいります。 

 次に、男性のＨＰＶワクチン接種につきましては、現

在任意接種となっており、国の厚生科学審議会において、

ＨＰＶワクチンの有効性や安全性などを踏まえ、今後、

定期接種化に向けた評価、検討を進めるとしていること

から、本市では、子宮頸がん検診と併せ、定期接種であ

る女性の接種を進めてまいります。 

 ２件目の熱中症対策の推進についての熱中症に対する

予防の取組についてでありますが、熱中症予防の普及啓

発、注意喚起の取組につきましては、熱中症警戒アラー

トが発令された８月23日、24日の両日に、安全・安心メ

ール、ホームページ、フェイスブック、ＬＩＮＥで注意

喚起を行い、涼しい環境で過ごすことや、小まめな水分

補給などを啓発したところであります。 

 次に、高齢者の熱中症に対する予防への意識を醸成す

るための取組についてでありますが、高齢者は、成人に

比べて暑さや水分不足に対する感覚機能が低く、暑さに

対する身体の調整機能が働きづらいため、高齢者自身は

もちろん、周りの方も注意が必要であることから、生活

支援コーディネーターを通じ、ふれあいサロンの参加者

などに対し、熱中症予防の呼びかけを行ってまいりまし

た。 

 次に、熱中症予防のためのクールシェア等の取組につ

きましては、クールシェアは、熱中症予防やＣＯ２削減

に効果的であることから、各部が連携して、市複合庁舎

や図書館などの公共施設をクールスポットとして紹介す

るなど、取組を進めてまいります。 

 以上です。 

○議長（渋谷正文君） 再質問ございませんか。 

 11番大栗民江君。 

○11番（大栗民江君） それでは、１件目のがん予防と

がん患者の支援について再質問させていただきます。 

 受診率は、令和４年度21.7％ということで、富良野市

は北海道や国より上回っているということの答弁をいた

だいたところです。頑張っていらっしゃると思うところ

でございます。 

 アピアランスケア、外見支援のことについて再質問さ

せていただきたいと思います。 

 実施自治体を参考に調査研究をしていきたい、そうい

う御答弁でございました。実施されている自治体は道内

では少ないかと思いますけれども、これは、本当に前向

きな調査研究を、健幸都市を掲げている富良野市でござ

いますので、進めていただきたいと思います。 

 実は、国立がん研究センターが行っているがん治療に

伴う苦痛度について行った調査というのがあって、外見

変化に対する苦痛ということに対して、調査研究を行っ

たアンケートを基に行った調査でございますけれども、

これにおいては、例えば、乳がんの取組に関しましては、

苦痛のトップ20のうち60％が外見支援であったというこ

とで、がん研究センターが実際にリサーチしたアンケー

トによって、60％が外見の症状であった、そして、第１

位が実は頭皮でございました。髪の脱毛です。２位が乳

房の切除、また、その下に、眉毛、まつげ、爪など、結

構、外見に対する取組、これが大事だということで、そ

の先生が、外見症状が、医療がいままで対処してきた副

作用の症状、便秘、口内炎、発熱よりも苦痛度が高いと

いうことが分かって、今後ここに対する取組が大事だと

いうことの調査研究をしっかりとされております。 

 そういう部分の中では、富良野市でも、この外見支援

を望むお声を本当に多くお聞きします。旭川で入院した

ときに、同じベッドにこういう人が来た、様々、そうい

うお声が多いという中では、実施自治体の調査研究もそ

うですけれども、本当に市内における方々のお声、ここ

にも調査研究を進めていただきたいと思いますが、この

点はいかがでしょうか。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 保健福祉部長柿本敦史君。 

○保健福祉部長（柿本敦史君） 大栗議員の再質問にお

答えいたします。 

 がん患者への外見支援についての今後の取組というこ

とでございますが、いま大栗議員からもお話があったよ

うに、道内ではまだまだこれからという状況で、導入し

ている市町村も本当に限られてございます。 

 そういう意味からも、やはり、現状、いま取り組まれ

ている自治体へ、例えば、申請数とか助成の状況とかを

調査研究させていただいて、これからどのように本市と

して取り組むべきかということを検討してまいりたいと

いうふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 大栗議員、質問は簡潔にお願い

いたします。 
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 続いて、質問ございませんか。 

 11番大栗民江君。 

○11番（大栗民江君） それでは次に、子宮頸がんのＨ

ＰＶワクチンについて再質問させていただきたいと思い

ます。 

 富良野市は13.8％ということで、当初、私が壇上で質

問したときのパーセントよりちょっと下がっているのか

なと思っているところでございます。ここは、本当に力

を入れていかなければいけないところかなと思っていま

す。 

 いま、厚生労働省で出しているリーフレットがござい

ますけれども、このリーフレットの中では、対象者は、

令和４年４月から令和７年３月の３年間、公費で接種で

きますということで載せてあります。 

 そして、３回の接種を完了するまでには十分な期間が

あるけれども、希望される方はなるべく早く接種しまし

ょうとありますが、これは、１回目、２回目、３回目と

打ちますので、遅くとも１回目を９月までに接種しなけ

れば公費の接種でなくなるのではないかと危惧している

ところなのです。 

 ですので、本当に自費になったらこれだけかかります

とか、ゼロか月、１か月、６か月というのもありますけ

れども、令和（30ページで訂正）７年の３月で終わりま

すので、そこの分の中では、半年前となりますと令和（30

ページで訂正）６年の９月までに１回目を接種しておか

なければ公費接種になりません。そういうことを本当に

丁寧にお伝えしていきながら、皆さんの御理解を得て、

そして、若い女性がそういうがんに罹患したり命を落と

すということがないように、本当に具体的に丁寧に進め

ていくべきではないかと思いますが、この点はいかがで

しょうか。 

○議長（渋谷正文君） 大栗議員、いま、平成６年、平

成７年とおっしゃいましたけれども、令和６年、令和７

年ということでよろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あ

り） 

 御答弁願います。 

 保健福祉部長柿本敦史君。 

○保健福祉部長（柿本敦史君） 大栗議員の再質問にお

答えいたします。 

 いまの御質問の中の13.8％という率は、検診の受診率

でございます。 

 いま、期限も定められていて、接種率も低い、これを

上げていかなければならないという御質問でございまし

た。期限も限られているというところで、いま御質問に

ありました期限というところも併せて皆さんにお知らせ

していきたいというふうに思います。 

 あともう一つ、根本には、やはり、まだＨＰＶワクチ

ンに対する積極的勧奨が控えられた時点での部分もござ

いますので、当然、御本人、保護者の判断が第一ではご

ざいますが、そこのところの周知というのも、やはり、

こちらからお知らせして内容を十分知っていただくとい

うことがまず大事かと思いますので、こちらを第一に行

うことと、いま御指摘のありました期限についてもお知

らせしていきたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 11番大栗民江君。 

○11番（大栗民江君） １件目のがん検診の１項目めも

２項目めも、女性、乳がん、ピンクリボンですとか子宮

頸がんについての質問をさせていただきましたが、本当

に、がん検診は、できるだけがんにならないように、な

ったとしても早く見つけて早く治るようにという、るる

御提案をいただいた中で、そういういろいろなところの

取組が大事かなと思っています。 

 ずれたらごめんなさい。 

 ヘアドネーションというのを皆さんは知っていらっし

ゃるでしょうか。がんになった方々の髪の毛に寄附をし

たいということで、南富良野町の小学校の男子児童が、

お父さんから、どうせ伸ばすのだったら困っている人の

ために伸ばし続けてみたらという提案をされて、それに

トライして、男の子が５年間かけてドネーションしてそ

ういうふうに寄附をしたということがございましたけれ

ども、本当にいろいろなところから予防、また、治療が

大事かなと思っております。 

 それぞれのがん患者のサポートの一つとして、いま、

運転免許証の写真を撮るときにでも、以前、帽子の着用

というのは駄目だったのですけれども、乳がんの方は帽

子をかぶったまま写真撮影してもいいという形が認めら

れているように、やっぱり、就労や社会参加を応援して

いくための取組というのが大事だということで、しっか

り進めていただきたいことを申し添えまして、１件目の

質問を終わらせていただきたいと思います。 

○議長（渋谷正文君） 質問をして終わっていただきた

いと思いますので、もう一度、簡潔にお願いいたします。 

 11番大栗民江君。 

○11番（大栗民江君） セルフチェックカードが以前ご

ざいましたけれども、今回は、リーフレットにして皆様

にお伝えしていく、そういう取組をしていくという御答

弁でございましたけれども、これの活用も本当に進めて

いくべきではないかと思いますが、この点いかがでしょ

うか。 

○議長（渋谷正文君） 暫時休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前11時42分 休憩 

        午前11時44分 開議 

     ――――――――――――――― 
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○議長（渋谷正文君） 休憩前に引き続き、会議を開き

ます。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 御答弁願います。 

 保健福祉部長柿本敦史君。 

○保健福祉部長（柿本敦史君） 大栗議員の再質問にお

答えいたします。 

 自己検診カードについてでございますが、過去には、

公衆浴場、ハイランドふらのとか福乃湯、富良野市中心

街活性化センターふらっと等で自己検診法を紹介したシ

ャワーカードという形で設置し、配布した経過がござい

ます。ただ、実情では、なかなかそれが活用されるとい

う部分で効果が薄かったことと、福乃湯もなくなったと

いうことがございまして、現在は設置していない状況で

ございます。 

 先ほど市長が答弁しましたとおり、市民の関心を高め

るためには、検診時の自己検診法の説明とともにリーフ

レットを配付することが有効と考えておりますので、継

続してまいりたいと考えてございます。 

 以上です。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文君） 以上で、大栗民江君の質問は終

了いたしました。 

 ここで、午後１時まで休憩といたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前11時45分 休憩 

        午後１時00分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文君） 休憩前に引き続き、会議を開き

ます。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 次に、大西三奈子君の質問を行います。 

 ９番大西三奈子君。 

○９番（大西三奈子君） -登壇- 

 通告に従いまして、質問いたします。 

 子どもの過ごす居場所における夏季の暑さ対策と空調、

冷房設備の設置について、３項目伺います。 

 道内各地で猛暑に見舞われた今年の８月、お盆を過ぎ

ても記録的な暑さが続き、本市の最高気温も36度を上回

り、35度以上の猛暑日として熱中症警戒アラートが発令

されるなど、道内の真夏日は35日連続で、過去最長を更

新する状況でした。８月22日には、道内の伊達市におい

て小学生が熱中症を疑う症状で亡くなられるという痛ま

しい事故があり、全道各地の小・中学校等では、熱中症

対策として下校時間の繰上げや体育の授業中止、臨時休

業等の対策が取られる事態でした。 

 本市においても、学校の空調設備を含めて、児童生徒

が置かれている環境が違うことから、学校ごとに対策を

工夫して熱中症事故の防止に努められた状況にあったと

理解しています。 

 しかし、学校現場の教員による熱中症対策や家庭の協

力は最大限の努力があった中、朝７時の段階で３階教室

の室温は35度、２階が34度、そこへ40人にも及ぶ児童生

徒が入室すると教室内は熱が籠もって息苦しさを感じる

という現状において、これ以上の現場での配慮は限界が

あると感じました。今後、さらなる耐暑施策の必要性は、

子どもたちの命に関わる健康面への配慮と学習環境に与

える影響を考慮すると、先延ばしにできない重要な課題

であり、対策を急ぐものです。 

 文部科学省の公立学校の空調（冷房）設備の設置状況

報告では、全国の小・中学校普通教室の設置率は95.7％

に達する中、道内公立小・中学校では16.5％にとどまり、

比較的冷涼な夏が続いてきた道内での設置率の低さが顕

著となっています。しかし、このたびの非常事態とも言

える道内の記録的な猛暑と学校現場の実態を受けて、道

内各地で小・中学校等へのエアコン設置を検討する自治

体が相次いでいる状況にあり、本市も例外ではなく、同

様に検討すべき課題です。 

 私の周りでは、教室の中は38度もあって授業を受ける

のがつらい、周囲で感染症もあるから予防したいのに暑

くてマスクがつけられない、教室が暑過ぎて息苦しい、

具合が悪くても我慢するしかない、そういった生徒の声、

また、保護者からは、対策の判断が遅いと思う、子ども

の具合が悪く、仕事を早退して子どもの面倒を見ること

になった、安心して預けられるはずの学童の環境を整え

てほしい、こうした声が届けられています。また、小学

生が教室で嘔吐するなど、熱中症を疑うような体調不良

者が出ていた実態も伺っています。 

 学校のみならず、子どもたちが過ごす環境を整えるこ

とは、子どもたちの健康と学びの機会を守るばかりでな

く、安心・安全な教育・保育環境が教員や保育士への負

担軽減、保護者の安心と働く環境の整備にまでつながっ

ていくものだと考えます。 

 子育てするなら富良野市で、全ては子どもたちのため

に、全ての子どもたちのために、以下質問いたします。 

 １項目め、小・中学校における児童生徒の熱中症事故

を防止するための環境整備について、３点伺います。 

 １点目、学校現場の熱中症対策の状況について伺いま

す。 

 暑さ指数の把握と熱中症予防対策の状況、暑さによる

体調不良の発生状況をお知らせください。 

 また、現在の小・中学校のエアコン設置の状況、大型

冷風扇や扇風機等の活用状況についてお知らせください。 

 ２点目、学校と教育行政の関わりについて、熱中症対

策ガイドライン策定の考えを伺います。 
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 今回、全道各地の学校において、臨時休業等、様々な

緊急対策がテレビ報道を含めて通知される中、本市の小・

中学校の対応が決定するまでの間、保護者から学校や教

育委員会に対して声が上がっていました。こうした緊急

事態にも迅速に対応できるよう、教育委員会として、一

定の基準を定めるために熱中症対策ガイドラインの活用

が有効と考えます。 

 策定の考えについてお聞かせください。 

 ３点目、冷房設備設置の考えについて伺います。 

 過去の一般質問において、空調設備の設置については、

学校施設長寿命化計画に基づく改修工事の中で整備を進

める考えを示されましたが、その内容は、2029年までの

第１期計画で、富良野小学校が現在終了し、次に西中学

校が計画されています。そのほかの学校は、第２期計画

の2039年までに整備することとなり、各学校の冷房が設

置されるのはいまから10年以上も先の話です。 

 この夏の記録的な猛暑となったことを踏まえ、各学校

の児童生徒全員が安心して学校生活を送れるよう、早急

に冷房の設置が必要と考えますが、見解を伺います。 

 ２項目め、学童保育における児童の熱中症事故を防止

するための環境整備について、２点伺います。 

 １点目、学童保育施設の暑さの状況、熱中症予防対策

の状況、暑さによる体調不良の発生状況とその対応につ

いて伺います。 

 夏休み中も保護者の仕事に合わせて学童保育を利用す

る児童の保護者からは、早急な対策を求める声が聞かれ

ています。 

 学童保育施設の現状をお知らせください。 

 ２点目、熱中症事故を防ぐために、学童保育を実施す

る施設内において暑さから避難できる場所の確保が必要

と考えます。体調不良者の一時的な療養場所としても活

用できる環境整備として、場所を限定してでも冷房設備

を設置すべきと考えますが、見解を伺います。 

 また、現在の扇風機や送風機だけでの暑さ対策では、

気温も湿度も高く、施設内では熱風を回している状況に

あることがうかがえました。限定的な冷房設備と併せて、

涼風を送ることができる環境を整えて、児童の健康を守

り、保護者が安心して働ける環境づくりが必要と考えま

すが、見解を伺います。 

 ３項目め、へき地保育所、山部、東山、あおぞらにお

ける園児の熱中症事故を防止するための空調、冷房設備

設置について、３点伺います。 

 １点目、現在、冷房設備が設置されている虹いろ保育

所の効果について、室温や園児の過ごし方、体調などを

お知らせください。 

 ２点目、冷房設備が未設置の保育所における園児の体

調管理の方法など、熱中症対策の状況についてお知らせ

ください。 

 ３点目、へき地保育所の全てに冷房を設置して、園児

の健康や命を守る必要があると考えます。昨年、文部科

学省が公表したデータを参考にすると、幼稚園の保育室

における冷房設置率では、都道府県別に見て北海道でも

約50％の設置率となっており、小・中・高校よりも大幅

に高い設置率です。熱中症を引き起こすリスクが高いと

される乳幼児の過ごす保育環境の対策は、急がれると考

えます。 

 幼児を受け入れるへき地保育所への冷房設備設置に対

する見解を伺います。 

 以上、１回目の質問といたします。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育長近内栄一君。 

○教育委員会教育長（近内栄一君） -登壇- 

 大西議員の御質問にお答えいたします。 

 １件目の子どもの過ごす居場所における夏季の暑さ対

策と空調、冷房設備の設置についての１点目、小・中学

校における児童生徒の熱中症事故を防止するための環境

整備についての暑さ指数の把握についてでありますが、

学校規模や環境に応じ、各階、各学級などで授業前後に

教職員が暑さ指数計や温湿度計を使った実測による把握

をしながら教育活動をしてまいりました。 

 児童生徒の暑さによる体調不良の発生状況についてで

ありますが、保健室を利用した児童生徒の中には暑さを

訴えた児童生徒もおりましたが、医師から熱中症の診断

を受けたケースはございません。 

 学校現場の熱中症対策の状況についてでありますが、

現在、市内の小・中学校におけるエアコンの設置状況に

ついては、富良野小学校の教室及び特別教室、東小学校

のコンピューター室、樹海学校のランチルーム及び一部

の教室、布部小中学校を除く小・中学校の保健室にエア

コンを設置し、教室にエアコンのない学校においては大

型冷風扇を複数台配置しております。 

 次に、学校における熱中症対策ガイドラインの策定の

考えでありますが、令和３年５月に環境省及び文部科学

省から学校における熱中症対策ガイドライン作成の手引

きが出されており、本手引きを基に学校への指導助言を

行っていることから、本市独自の熱中症ガイドラインの

作成については現時点では考えておりません。 

 各学校においては、学校保健安全法に基づき、熱中症

対策を含めた学校安全計画及び危機管理マニュアルを作

成し、教職員が的確な判断、円滑な対応ができる体制を

整備するとともに、暑さ指数を用いた活動判断、熱中症

予防運動指針や熱中症警戒アラート発表などを基に、臨

時休業や授業の繰上げ、体育及び部活動の中止などの対

策を取りながら、児童生徒の体調管理と熱中症事故の未

然防止に努めております。 

 次に、今後の各学校への空調、冷房設備の導入の考え
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についてでありますが、校舎内の図書室や会議室などを

子どもたちが一時的なクールスポットとして活用できる

環境づくりなど、学校施設の状況に合わせた対応を検討

するとともに、学校施設長寿命化計画に基づく改修工事

と合わせた空調設備の見直しを進めてまいります。 

 また、これらの対応に必要な財源確保に向け、北海道

市長会及び北海道都市教育長会を通じて、関連施設の冷

房設備整備に当たっての補助制度の拡充について、国な

どへの緊急要請を実施したところでございます。 

 ２点目の学童保育における児童の熱中症事故を防止す

るための環境整備についてでありますが、現在、市内５

館の学童保育センターの暑さ対策につきましては、扇風

機を複数台使用し、窓を開けて室内の空気を循環させる

などの対応をしながら、気温が上昇した日には遊戯室で

の遊びを中止したり十分な水分補給をさせるなど、利用

児童の体調管理に努めているところであります。 

 そのような中、６月から８月の間に暑さで体調不良を

訴え、施設内で休養した児童数は、市内５館で17名、う

ち保護者に早めのお迎えをお願いした児童数は７名とな

っております。 

 このような状況から、入所児童が健康的に活動できる

ように、遊戯室などの活動空間につきましては、冷風扇

や送風設備などを活用するほか、あわせて、暑さから一

時的に避難、休息できる場所を確保するため、施設の一

部に冷房設備の導入について検討してまいります。 

 ３点目のへき地保育所、山部、東山、あおぞらにおけ

る園児の熱中症事故を防止するための空調、冷房設備設

置についての虹いろ保育所の空調、冷房設備による効果

でありますが、夏季の気温が高い日は、幼児の活動に支

障がない室温に設定して管理しており、暑さにより体調

不良となった子どもはいませんでした。 

 その他の暑さ対策といたしましては、施設南側のカー

テンによる日光の遮断や扇風機を使用するとともに、水

遊びやプールで涼を取る機会を増やすことなどで子ども

たちの体調管理に努めております。 

 次に、空調、冷房設備が未設置の保育園児の体調管理

の方法など、熱中症対策の状況についてでありますが、

へき地保育所では、空調、冷房設備が未設置であること

から、環境省の示す熱中症環境保健マニュアルを参考に

熱中症の予防に努めております。 

 各保育所の暑さ対策といたしましては、施設南側のカ

ーテンによる日光の遮断や扇風機の使用で施設内の温度

上昇を抑える工夫をしながら、保育室のほかにホールや

廊下などの温度を測定し、活動しやすい場所で保育を実

施しており、また、屋外活動を控え、おやつに氷菓子や

果物を取り入れたり、昼食時や午睡後の検温、活動中や

午睡前後の小まめな水分の補給、水遊びやプールでの活

動により涼を取る機会を増やすなど、子どもたちの体調

管理に努めております。 

 今後の空調、冷房設備の整備につきましては、各へき

地保育所の状況を見ながら、効果的な方法について検討

してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 再質問ございませんか。 

 ９番大西三奈子君。 

○９番（大西三奈子君） それでは、順次、再質問させ

ていただきたいと思います。 

 まず、１項目め、小・中学校における対策、環境整備

についてです。 

 １点目の暑さ指数の把握ですとか、それから、暑さに

よる体調不良の発生状況ということでお伺いさせていた

だいた部分です。暑さを訴えて、保健室を利用したケー

スはあったけれども、医師の診断には至っていないとい

うことですけれども、要するに、熱中症を疑うケースと

いうのは、これではなかったというふうに判断をされて

いるのかどうかなというふうに思いますけれども、嘔吐

とか頭痛があった場合については、マニュアルの中でも、

医療機関への受診を勧めるだとか、そういった基準もあ

ったかと思います。 

 こういった現場での対応、これは適切な状況にあった

のか、そして、医師の診断を受けていないということに

対する委員会としての認識はどういうふうに持たれてい

るのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長佐藤保君。 

○教育委員会教育部長（佐藤保君） 大西議員の再質問

にお答えいたします。 

 いま、保健室を利用した児童生徒はいたけれども、そ

の中で熱中症という診断には至っていないというような

答弁に対する御質問かと思います。 

 学校で嘔吐された、また頭痛などで、今回、保健室を

利用の把握に努めてきておりまして、頭痛だとか、あと、

だるさだとかがあるのですけれども、それが全て暑さに

よるものなのかどうかというのは非常に分かりづらい部

分がありますので、そのような教育長答弁となったとこ

ろではあります。 

 学校の対応としてどうだったのかというところですけ

れども、各学校のほうでも、保健室利用の計画とかをつ

くってございますし、先ほどの危機管理マニュアルです

とか、学校保健の計画ですとか、そういったところの対

応を各学校で適切にされているというふうに捉えてござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ９番大西三奈子君。 

○９番（大西三奈子君） 適切な現場での対応があった
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ので大事に至らなかったというふうに考えていらっしゃ

るということで、受け止めさせていただきました。 

 その中で、実際に、熱中症と判断できる、できないは

別として、暑さを訴えた児童生徒もいたかと思いますけ

れども、実際に、昨年度、予算の中で大型冷風扇を導入

するということで各学校に何台も設置していただいた状

況にあると思います。 

 この大型冷風扇によって、実際に学校の環境衛生基準

で28度以下が望ましいと示されておりますけれども、今

回のような猛暑日が続くと、実際にはそこに至ることは

現実的に難しかったのではないかなというふうに私も当

然理解をしております。 

 その中で、冷風扇の使い勝手という部分で、涼しくは

なるのですけれども、かなり騒音が響いて、実際に教室

の中で生徒、児童が発言しているのが聞こえなくて止め

なければなかった、そういった実態もあったというふう

に私も児童生徒ですとか学校現場からもお伺いをしてお

ります。 

 こういった部分の改善も必要ではないかと思いますけ

れども、使い勝手の現状把握をどのようにされているの

か、お伺いしたいと思います。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長佐藤保君。 

○教育委員会教育部長（佐藤保君） 大西議員の再々質

問にお答えいたします。 

 令和４年に導入した冷風扇の使い勝手ということで、

私も学校のほうは何校か回っておりまして、夏場の訪問

時には、やはり、ほとんどの学校で暑い日は冷風扇を使

っているものと思っております。 

 確かに、大西議員のおっしゃるとおり、音というのは

少々あるところかとは思っております。ただ、教室に、

直接、冷風扇を近くでやったりとかという使い方よりは、

廊下とかで使っている、教室の中については、やはり、

先生の授業の声が聞こえなかったりというような状況も

考えられていたと思いますけれども、扇風機を数台利用

して暑さ対策というのはされているというふうに思って

おります。 

 ですから、大型冷風扇と小型の扇風機だとかサーキュ

レーターとか、送風機ですか、そういったものを併せな

がら、少しでも教室、授業の環境をよくするように各学

校は努めているものと捉えてございます。 

 以上です。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ９番大西三奈子君。 

○９番（大西三奈子君） 各学校で大型冷風扇を使用し

ながら努力もされているのですけれども、環境として、

この暑さではかなわないというような現状も起きている

かと思いますので、今回、冷房設置ということで、もう

一歩踏み込むべきと思って質問に立たせていただいてい

ます。 

 その中で、２点目なのですけれども、まず、現場での

対応というところも今回はすごく重要視されたかと思い

ます。熱中症ガイドラインの手引きを基に指導助言を行

っているので、独自に策定は現時点では考えていないと

いうことの答弁でしたけれども、私がなぜこのガイドラ

インを策定すべきというふうに考えているかという部分

なのですけれども、実際にインターネット等でほかの自

治体の参考事例も出ております。その中を読み込んでい

きますと、今回、富良野市教育委員会が学校現場に出し

た危機管理マニュアル等の中身と比べましても、内容は

一致しているものだと理解しています。 

 しかし、もっとより具体的な対応策が教育委員会から

学校現場に示されているというのも実際に他の自治体で

は事例としてあるかと思います。例えば、アラートが発

表されたときには、時系列で具体的にどういった行動を

していけばいいのか、そして、暑さ指数に応じた行動の

目安ですとか職員の役割分担、こういったところまで詳

細に記載がされておりまして、目安というところで委員

会の示しがあるものだというふうに考えております。 

 実際に、保護者からも判断が遅いという声も出たかと

思うのですけれども、やっぱり、緊急事態に迅速に対応

できることが大事だと思いましたので、こういったガイ

ドラインの策定を求めております。 

 これに対する見解をお伺いしたいと思います。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長佐藤保君。 

○教育委員会教育部長（佐藤保君） 大西議員の再々質

問にお答えいたします。 

 いま、学校における熱中症対策ガイドラインの市教委

独自、富良野市独自の策定についての御質問かと思いま

す。 

 考え方といたしまして、教育長からの答弁のとおり、

文部科学省、環境省から出ているガイドライン作成の手

引き、これを基に各学校に助言してきているわけなので

すけれども、今回、こういった記録的な暑さはいままで

はやっぱり経験してこなかったものだと私も捉えてござ

います。 

 こういった暑さがあった中、いま、まだ１か月ぐらい

なものですから、各学校のそれぞれの対策、対応という

のは、大ざっぱなところでは把握しながら、先月、８月

30日にありました校長会の中で、各学校でどういった対

応を取られていたかというのはお聞きしたところではあ

ります。ただ、それを次年度にどういった対策に持って

いくかというところまでは、まだ暑さが続いている状況

ですので、それぞれの学校で取っている対策をそれぞれ

の学校で参考にしながら対応を取っているという状況で
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あったと捉えてございます。この後、具体的にどういっ

たところで各学校が困ったのかというところは、調査研

究していかなければならないところだと思います。 

 その上で、そういった細かなガイドラインというのが

必要かどうかというところは、また、校長会、教頭会と

話合いしながら考えていければと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ９番大西三奈子君。 

○９番（大西三奈子君） いまの答弁で、各学校現場と

話合いをしながら今後進めていく考えということで聞け

ました。大変大切なことだと思います。 

 私は、教育行政の責任というのは、教育長をはじめ、

教育委員会、そして学校現場というふうになっていくの

ではないかと思います。 

 今回のこの猛暑というのが、非常に災害級だったので

はないかという点から考えますと、やっぱり、一定程度、

教育委員会の考え方、こういったものを示しながら進め

ていくことも必要だったのではないかというふうに思っ

ています。 

 ただ、学校の休業等の判断をするのは校長の判断とい

う、そういうルールもあるかと思いますので、ルールに

沿って学校現場に合わせてということは理解しておりま

す。しかし、今回の事態というのは、マニュアルどおり

で進んでいくばかりではなく、やはり、一定の方向を学

校とともに考えて、そして、その方向性というものを、

目安を含めて、ある程度見解を一致させていくというこ

とが必要かと思いますので、そういった意味では、いま、

暑さも大分過ぎてはいくと思いますけれども、ぜひ、令

和６年に向けてそこら辺の整理という部分を進めるべき

ではないかと考えますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（渋谷正文君） 大西議員、先ほどの答弁で、次

に参考にしたいということで答弁があったかと思うので

すが、いまの質問だと同じことに関して聞いているかと

思います。 

 ９番大西三奈子君。 

○９番（大西三奈子君） いまの部分ですけれども、令

和６年の夏に向けての整備ということで、早急に対応す

べきではないか質問させていただきました。 

 それについて答弁を求めてもよろしいでしょうか。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育長近内栄一君。 

○教育委員会教育長（近内栄一君） 大西議員の再々質

問にお答えいたします。 

 先ほど部長から説明させていただきましたけれども、

現時点でそれぞれの学校の状況を把握しながら検証して

いるところであります。そういった中で、私が把握して

いる限りにおいては、学校によってはかなり進んでいる

ところもございます。東中学校の危機管理マニュアルを

お時間があったら見ていただきたいと思うのですが、大

西議員がおっしゃっていたこと、かなり詳細に、対応策

も含めて危機管理マニュアルの中で出されている、そし

てまたホームページでも出されているということで、こ

ういった事例も含めて、全ての小・中学校で対応できる

ような形を取っていきたい、そんなふうに考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ９番大西三奈子君。 

○９番（大西三奈子君） ３点目の質問に移らせていた

だきたいと思います。 

 冷房設備の小・中学校への設置の考えについて質問さ

せていただきました。 

 一時的なクールスポットの検討を進めていきたいとい

うことで答弁がありましたけれども、学校の中では、や

はり、安全に安心して教育活動ができるというのが、学

校現場に置かれている、教育委員会としてのお務めでは

ないかというふうに考えております。ですので、長期で

長寿命化計画に沿った形で設備の見直しを進めるという

答弁ですけれども、この考えですとかなり先まで延びて

いくのかというふうに思いました。 

 しかし、早急に冷房の設置が必要と考えるという点で、

この見直しというのはどういう意味合いで、私の中では、

この数年の間に計画を見直していくべきではないかとい

うふうに思っておりますけれども、そこの見解について

お伺いしたいと思います。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長佐藤保君。 

○教育委員会教育部長（佐藤保君） 大西議員の再質問

にお答えいたします。 

 学校施設長寿命化計画に基づいた整備であると非常に

時間がかかる、冷房設備についての見直しというのを考

えているかというような御質問かと思います。 

 この間、多くの学校がある中で、各教室だとか、各特

別教室だとか、緊急に全てを整備していくというのは非

常に大がかりな計画になってきてしまいます。そういっ

たところでいけば、財政的にどうなのだというようなこ

とにもなってきます。 

 ただ、いま、市長会ですとか教育長会議、そういった

ところで国等への要望というところで出しております。

大規模な整備ばかりではなくて、また、補助金のかさ上

げとともに、例えばリースだとか、いろいろな面で支援

できないかというような要請をしているところでありま

す。そういったところは今後決められていくところであ

りますので、それに合わせながら、富良野市のほうでも

どれぐらいの費用が実際かかっていくのかというところ
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は試算していく必要が、今回の暑さを捉えて考えていか

なければならないと考えております。 

 それで、計画の見直しというのに入っていくのかとい

うところでいきますと、それも併せて、またそれとは別

にも考えられないかというところは研究していく必要は

あるだろうというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ９番大西三奈子君。 

○９番（大西三奈子君） いまの答弁ですと、やはり、

財源の確保というところが大きな課題になってくるのか

というふうに思います。 

 これは、富良野市だけではなくて、全国的に同じ課題

を抱えて、特に北海道内は設置率が低い中で、財源確保

に向けてということで同様の課題があるというふうに認

識しています。 

 そして、全国の都道府県教育委員会連合会でも令和５

年７月19日に予算要望が出されていまして、全国の教育

長協議会といった方々の要望書も出ているものを見ます

と、やはり財源の確保というのが重要で、要望に上がっ

ていましたし、リースを含めて、いまある予算、国が出

している交付金では、使い勝手という部分と、予算規模

としてさらに拡大を求めているのだというのも理解はし

ております。 

 そして、富良野市でも、市長会、教育長会として動か

れているというところでは、そういった要請活動も行っ

ていますけれども、市のあらゆる財源、例えば、基金で

すとか、それから、ふるさと納税の活用、あるいはクラ

ウドファンディングの活用だとか、そういった部分を含

めてあらゆる手段を講じてでも早急に対策を取って、子

どもたちの健康、命を守る、そして学校現場が快適な場

所になる、こうした取組が必要ではないかと考えますけ

れども、この認識について見解をお伺いしたいと思いま

す。 

○議長（渋谷正文君） 暫時休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午後１時38分 休憩 

        午後１時40分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文君） 休憩前に引き続き、会議を開き

ます。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 ただいまの大西三奈子君の質問でありますけれども、

もう一度、質問の内容を精査して再質問していただきた

いと思います。お願いいたします。 

 ９番大西三奈子君。 

○９番（大西三奈子君） ただいまの質問は一度取り下

げさせていただきまして、もう一度質問し直したいと思

います。 

 これまで、緊急で行政活動を実施されてきたというこ

とで答弁をいただきました。これからも、こういった要

請活動等を通して、早急に冷房の設置が実現できるよう

に向かうということについて、お考えはいかがでしょう

か。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育長近内栄一君。 

○教育委員会教育長（近内栄一君） 大西議員の再質問

にお答えいたします。 

 この間、市長会、それから教育長会と連携を図りなが

ら、学校だけではなくて、保育現場だとか、いろいろな

場所の空調設備等の導入に関する支援策、それから、そ

の手法も、先ほど大西議員がおっしゃられていたリース

だとか、そういったことも含めて多様な選択肢、そうい

ったものを求めてきているわけですけれども、そういっ

た根底には、やはり、いままでのように、エアコンが全

てではない、あるいは導入が全てではないということで、

少しでも子どもたちの命をしっかりと守っていく、そう

いった環境づくりを総合的に考えていくと。ですから、

学校全体を、例えば長寿命化計画で整備するとか、そう

いったことだけではなくて、小回りの利く形で、先ほど

御答弁させていただいたように、クールスポットを用意

するとか、いろいろな選択肢に対応できるよう、そうい

った制度設計を国にも求めますし、また、そういった中

で、何が短期間でできるのか、それと、もう一つ考えな

ければいけないのはエコですね。エコフレンドリー、環

境に優しい、こういったこともあります。エアコンを使

うことで環境に負荷がかかるということもございます。 

 そういった意味では、できるだけ環境に負荷をかけな

いで、しかも、校舎の構造をしっかりよいものにしてい

く中で、その校舎の特性に応じた形で考えていくという

ことが重要かというふうなことで、総合的に考えながら

今後の整備に当たってどのようなことをしていったらい

いのか、学校現場ともしっかり連携を図りながら進めて

いきたいと考えています。 

 以上です。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ９番大西三奈子君。 

○９番（大西三奈子君） いま、心強いお言葉をいただ

きました。 

 学校現場についての整備を早急に進めていくべきと質

問させていただいていますけれども、続きましての２項

目めも、学童保育の環境整備というところで冷房の設置

を求めております。 

 まず、先ほどの答弁の中では、暑さで休養された方が

17名いて、そして早退された方も７名ということで、こ

れも現場ではすぐ保護者に連絡を取って迎えに来ていた
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だいてということで対応された結果、大事に至っていな

いということで理解をさせていただきました。 

 その中で、一部に冷房設備の導入を検討するというこ

とで、私も、一時的な療養場所として活用できる環境整

備ということで訴えておりますので、ここは一致してい

るものと思っております。 

 この冷房の導入の検討につきまして、それから、先ほ

ど冷風扇の活用ということもお話しされましたが、こち

らも、令和６年の夏までに準備を整えていくことが可能

なのかどうか、教育委員会のお考えをお伺いしたいと思

います。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長佐藤保君。 

○教育委員会教育部長（佐藤保君） 大西議員の再質問

にお答えいたします。 

 学童保育センターにおける冷風扇ですとか、あと、一

時退避するような部屋の冷房設備、令和６年に向けてと

いうところなのですけれども、まず、めどが立っている

ところでいけば、冷風扇につきましては、お下がりには

なるのですけれども、令和４年度閉校いたしました布礼

別小学校で３台、こちらのほうは融通をつけることがで

きましたので、先週、市内の五つある保育センターの中

の３か所にまず導入して使っていただける、その後どれ

ぐらい暑さがというところがありますので、いま使われ

ているかどうかは確認はしていませんけれども、いま、

置いている状況にございます。 

 次に、施設の一部に冷房設備の導入について、令和６

年に向けた検討ということでございますけれども、冷房

設備の規模とかというところも、施設を見ながら、また、

建築だとかの専門の見方とかもありますので、どういっ

た方法でつけるのがいいかというところは、いまはまだ

調査中ではあります。 

 ただ、今回、このような非常に暑かった夏、令和６年

以降も続くのではないかとすごく懸念しているところで

あります。今回、この夏でちょっと調べたところ、５施

設で17名が体調不良を訴えた、そのうち早退したお子さ

んが７名ということであれば、これは早めの対応が必要

なのかなというふうには考えてございます。 

 令和６年に向けての設置というところでいけば、ほか

はどういった方法もあるのかというのも検討しながらで

はあるのですけれども、そういった体調不良の子が出な

いような対応を取っていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ９番大西三奈子君。 

○９番（大西三奈子君） それでは、３項目めのへき地

保育所、山部、東山、あおぞらの保育所における冷房の

設置についてということの質問に移らせていただきたい

と思います。 

 １点目で、虹いろ保育所の効果というものをお伺いし

ました。体調不良を起こすお子様はいらっしゃらなく、

また、適温を保つことができたというふうに私は理解し

ましたので、これは効果があったものというふうに受け

止めました。 

 そういった点から、やはり、小さい月齢のお子さんで

すと自分で熱中症を防ぐというのは難しいことですので、

効果的にへき地保育所に冷房設備を設置するということ

に対して検討されるということで答弁いただいたことは

非常に有効かと思っております。 

 実際に、効果的な方法、これはどういったことを考え

られているのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長佐藤保君。 

○教育委員会教育部長（佐藤保君） 大西議員の再質問

にお答えいたします。 

 へき地保育所での冷房設備というか、冷涼な環境にと

いうところかと思います。 

 へき地保育所３か所は、建物もそれぞれでございます

し、気候というところも、高台も令和５年は暑かったと

は思いますけれども、比較的、富良野の中でも冷涼なと

ころもあろうかと思います。 

 ただ、今回、３施設でも聞き取りとかもさせていただ

いているのですが、やはり、気温が30度を超えるような

暑さの中での保育、先ほど教育長の答弁にもあったとお

り、それぞれ工夫しながら暑さしのぎをさせていただき

ながら保育してきたところではございます。 

 快適なというか、冷涼な環境というところでいけば、

先ほど音という問題もありましたけれども、冷風扇、そ

れが効果的な、例えば大広間、遊戯室とかを使うときに

それが有効であればそういったものを活用することも一

つだと思いますし、また、冷房に子どもを当て続けるの

がいいかというと、私は、そうではない、または、そう

ではないと考える親御さんもおられるかと思いますので、

そう言いながらも暑さしのぎをしていくような場所とい

うのが必要だと思います。 

 そういったところで考えれば、いろいろなものを組み

合わせながら、冷風扇、扇風機、また、大きな部屋では

なくても、そういった涼しい部屋をつくるというところ

は必要だと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ９番大西三奈子君。 

○９番（大西三奈子君） いまの説明を伺っていますと、

冷風扇、扇風機ということだったかと思います。その中

に冷房設置ということは、いま、答弁の中では出なかっ

たかと思うのですけれども、私が考える効果的な方法と
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いう部分につきましては、やっぱり、子どもたちの体を

しっかり休めてあげて、そして元気に遊び回れるという

環境をつくっていくことが大事ではないかと思いますの

で、そういった時間に冷風扇ですとかなり騒音で、眠れ

ないだとか、睡眠の妨げを起こして、それを引きずって

午後からの活動に影響が出て、疲れて、また翌日、体調

を崩して、そういったことのないように効果的に対策を

取られるということでいきますと、しっかり体を休めて

あげる時間を取れるかどうかということも大事になるの

ではないかと思います。 

 先ほど、風に当て続けるのが果たしていいのかどうか

という部分も、健康面もありますけれども、そういった

部分で効果的な方法とは体をしっかり休める時間を取れ

るかどうか、確保できるかどうか、適切な温度を保つこ

とができるのかどうか、こういったところに焦点が当た

るのではないかと思いますが、お考えをお聞かせくださ

い。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長佐藤保君。 

○教育委員会教育部長（佐藤保君） 大西議員の再々質

問にお答えいたします。 

 子どもたちの活動で、休むためにもそういった冷涼な

部屋が必要ではないか、そのために冷房設備というのは

やはり必要ではないかというような御質問かと思います。 

 いま、どういった方法が冷涼な環境をつくるかという

のを調査しているところではございます。その中の一つ

に、大がかりなものとはならなくても、そういった冷房

も考える内容の一つではあると思っております。 

 いずれにいたしましても、お子さんたちが安全・安心

な場所での保育というところは、公立に限らずですけれ

ども、そういった環境をつくっていくというところは必

要だと思ってございますので、それらを含めた検討、研

究、調査を進めていければと考えております。 

 以上です。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文君） 以上で、大西三奈子君の質問は

終了いたしました。 

 ここで、10分間休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午後１時52分 休憩 

        午後２時00分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文君） 休憩前に引き続き、会議を開き

ます。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 次に、松下寿美枝君の質問を行います。 

 ２番松下寿美枝君。 

○２番（松下寿美枝君） -登壇- 

 通告に従い、一般質問いたします。 

 １件目は、市有財産について。 

 １項目め、市有財産の利活用について。 

 ２項目めに、市有財産の活用に向けた共創の取組につ

いて伺います。 

 市有財産の利活用に関しては、直近の総務文教委員会

報告の中でも、自主財源確保、市有財産も収益財産にな

り得ると考え、積極的な利活用が求められるとあります。

プラスになるのは財政面だけではなく、私は、活用の仕

方によっては、人の交流、また、人が育つまちづくりに

も寄与できるのではないかと考えています。 

 本市の最上位計画である総合計画で掲げる「『美しい』

のその先へ。ＷＡ！がまち、ふらの」の実現に向けても、

四つのＷＡ！のコンセプトを意識しながら、未来への原

資を生み出し続ける取組の一つとして、市有財産、特に

学校跡地の有効活用を様々な手法で検討し、共創のまち

づくりも視野に入れて取り組むことが必要だと考えます。 

 北海道内外では、廃校を活用して、美術館や自然体験

のできる施設、飲食関連施設やキャンプ場など、様々な

活用の事例があります。例えば、登別市では、中学校跡

地を文化交流館として活用しています。深川市では、中

学校跡地をトレーニング室、宿泊施設も兼ね備えた施設

として活用しています。こうした取組が交流人口、関係

人口の創出にもつながっている事例も多いと聞いていま

す。 

 今後、本市においても、閉校が決まっている学校もあ

り、市有財産が増加していくことは明らかです。未利用

財産の利活用に関しては、官民含めて早急に考えていく

べき課題であると考えます。 

 令和４年第１回定例会において、総務文教委員会より

提出された市有財産の調査報告書では、今後の市有財産

の在り方について、以下の３点が挙げられていました。 

 １、未利用財産に関する情報については、詳細な現状

把握とその情報の積極的な周知に努められたい。 

 ２、富良野市未利用財産検討委員会の活性化を図るた

めにも、市民や地域からの意見、情報等を聴取する方法

と併せて、委員会の定期開催と結果の報告の仕組みの構

築について検討されたい。 

 ３、富良野市未利用財産利活用基本方針の更新におい

ては、個々の財産に計画的な活用方法を盛り込むほか、

財政状況と併せ、関連する予算等も様々な視点から総合

的に検討されたい。 

 以上の報告も踏まえて、３点質問いたします。 

 １点目、未利用財産に関する情報についての詳細な現

状把握とその情報の積極的な周知については、委員会か

らの提言後、どのような取組が行われてきたのか、伺い

ます。 
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 ２点目、委員会報告書では、現地視察に行った４か所

の件も載っていました。その４か所以外の学校跡地の現

状についてお知らせください。 

 ３点目、富良野市未利用財産利活用基本方針の更新に

ついては、委員会の報告書でも提言されていました。現

状の基本方針は平成18年につくられたものであり、その

頃から比べると社会情勢、人口動態、財政状況も変わっ

てきていることから、内容も更新すべきものと考えます。 

 更新についての考えをお聞かせください。 

 ２項目め、市有財産の活用に向けた共創の取組につい

て伺います。 

 総合計画の中に未利用財産利活用方針も盛り込み、共

創×デジタルを活用したまちづくりの一環として未利用

財産の利活用を考えていくことも必要だと考えますが、

見解を伺います。 

 続いて、２件目、社会教育施設の機能充実について、

中央公民館の在り方について質問いたします。 

 令和３年11月に富良野市社会教育委員会より出された

答申、今後の市立図書館の社会教育施設としての在り方

についての最後にあります「５、おわりに」に書かれて

いる文章を引用いたします。 

  今後の図書館の在り方は、少子高齢化、高度情報化、

利用者ニーズの多様化を考慮し、さらに施設面では公

民館機能を備えた生涯学習（社会教育）施設へと変わ

ることにより、本市の生涯学習の拠点施設として充実

したものになると思われる。今後も、多機能型の生涯

学習施設として社会教育（公民館）活動が衰退するこ

となく推進されるよう、強く望むものである。 

 以上のように記載されていました。 

 私も、図書館施設に中央公民館が入るということで、

富良野市の生涯学習の拠点として、つなぐ、学ぶ、集う

の公民館としての機能がより充実することを期待します。 

 そのためには、富良野市民の生涯学習の拠点として、

教育委員会がしっかりと目的と目標を持って運営してい

くことを強く望むところです。 

 以上を踏まえて、質問に入ります。 

 １点目、今年の夏は非常に暑く、冷房の効いた学習ス

ペースは多くの方に活用されていたと思います。ですが、

ほかの部屋では、汗をかきながら活動されている方たち

もいました。 

 富良野市社会教育委員会からの答申、また、当時取ら

れたアンケートの中でも、空調の整備は求められていま

す。 

 今後の整備計画についての考えをお聞かせください。 

 ２点目、公民館条例では、開館時間は９時から22時ま

でとなっており、休館日については12月31日から翌１月

５日までとされています。現在の中央公民館の開館時間、

休館日は図書館に合わせていると思いますが、今後、拡

充の考えはあるのか、伺います。 

 ３点目、公民館という場所を利用する人は増えていま

すが、公民館の機能として言われている集う場、学ぶ場、

つながる場としての機能はまだ十分に発揮されていない

と感じます。望ましい管理運営についてはどのように検

討されているのか、見解を伺います。 

 以上、１回目の質問といたします。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） -登壇- 

 松下議員の御質問にお答えします。 

 １件目の市有財産についての１点目、市有財産の活用

についてでありますが、未利用財産情報の周知につきま

しては、売却可能な土地や建物の一覧を市ホームページ

に掲載しているところであり、活用や譲渡の希望などが

あった場合は個別に対応を行っているところであります。 

 次に、令和３年度に総務文教委員会により視察が行わ

れた旧山部中学校、旧山部第二小学校以外の学校跡地の

現状についてでありますが、旧樹海東小学校と旧麓郷中

学校については、民間事業者から利活用の打診を受けて

おり、旧樹海中学校と旧布礼別小学校については、今後、

利活用を検討してまいります。 

 次に、未利用財産利活用基本方針の更新についてであ

りますが、基本方針の方向性、手続などは変わるもので

はありませんが、位置づけや引用資料などを含めて、再

検討を行いながら、必要に応じて更新してまいります。 

 次に、２点目の市有財産の活用に向けた共創の取組に

ついてでありますが、未利用財産の活用について、総合

計画の基本アプローチである共創のまちづくりの観点か

ら、地域住民が主体的に関わる形での利活用の検討や民

間活力を活用する方法など、地域や市民、民間事業者な

どからの意見を取り入れながら取り組んでまいりました

が、さらなる共創の取組について調査研究を進めてまい

ります。 

 以上です。 

○議長（渋谷正文君） 続けて、御答弁願います。 

 教育委員会教育長近内栄一君。 

○教育委員会教育長（近内栄一君） -登壇- 

 松下議員の御質問にお答えいたします。 

 ２件目の公民館機能の充実についての中央公民館の在

り方についてでありますが、市立富良野図書館につきま

しては、本年１月から、中央公民館を併設した社会教育

施設へ変更し、会議室など、貸し館業務を開始しており

ます。建物につきましては、築30年以上が経過しており、

修繕箇所が多数あることから、冷暖房設備を含めて、適

宜、修繕しながら、施設を使用してまいりたいと考えて

おります。 

 次に、開館時間及び開館日の拡充についてであります
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が、中央公民館の開館時間外及び休館日は、市が運営し

ている他の貸し館施設を利用できることから、図書館の

開館時間と同様とし、拡充する考え方はございません。 

 今後の管理運営についてでありますが、市民が集い、

学び、交流する場として整備した会議室、研修室や市民

活動交流スペースなどを活用し、学習の機会の創出や市

民活動を支援するとともに、利用者ニーズの把握により、

運営サービスの向上に努め、あわせて、民間活力を含め

た効率的かつ柔軟な手法を研究してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 再質問ございませんか。 

 ２番松下寿美枝君。 

○２番（松下寿美枝君） それでは、順次、再質問させ

ていただきます。 

 １点目の未利用財産に関する情報についての積極的な

周知、また、総務文教委員会の提言後、どのような取組

が行われてきたのかという部分に関しては、売却可能な

物件や貸付け可能なものをホームページに一覧で閲覧で

きるようになっているということでした。 

 そこを私も拝見したのですが、位置図についてもホー

ムページに添付されております。現在、その位置図を開

きますと、ＰＤＦで紙の地図がぱっと出てくる形になっ

ておりまして、ホームページで公開されている未利用財

産以外の部分も一緒に載っているような形になっており

まして、ぱっと見ただけではなかなか分かりにくいと感

じました。 

 総務文教委員会報告の中でも、位置図をデータ化し、

公有財産台帳へ反映させていくことが望ましいというこ

ともありました。地図システムなどを活用して、個別の

財産をそれぞれに分かりやすく表示していくことも積極

的な周知の一つとして必要ではないかと考えますが、い

かがでしょうか。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 総務部長関澤博行君。 

○総務部長（関澤博行君） 松下議員の再質問にお答え

いたします。 

 ただいま、未利用財産の利活用で市のホームページに

掲載されている位置図につきましては、未利用財産利活

用基本方針策定時にリストとして掲載したものをベース

とした位置図になっておりまして、それ以降、更新がさ

れていない状況になっております。 

 財産の台帳につきましては、いま、市の内部でデータ

化の作業を順次進めてきているところであります。 

 先ほど市長の答弁の中で、未利用財産利活用基本方針

についても随時見直しを行っていくという部分の一部と

いうことで、位置図についても、ホームページに公開し

ているものを随時見直しを行っていきたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ２番松下寿美枝君。 

○２番（松下寿美枝君） 未利用財産の利活用の財産一

覧をホームページで拝見しますと、いま現在、６件の未

利用財産が一覧として載っております。先ほどは、売却

可能なもの、または貸付け可能なものということで、一

覧をホームページにということだったのですが、こちら

は、売却が可能なのか、貸付けも可能なのか、両方可能

ということでこの未利用財産一覧というのは理解すると

いうことでよろしかったでしょうか。 

 売却とか貸付けとか、特に明記がないので、確認させ

ていただきます。いかがでしょうか。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 総務部長関澤博行君。 

○総務部長（関澤博行君） 松下議員の再質問にお答え

いたします。 

 ホームページに掲載しています未利用財産の一覧表に

つきましては、基本的には売却する物件ということで掲

載してございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ２番松下寿美枝君。 

○２番（松下寿美枝君） では、２点目の質問に移りま

す。 

 ２点目の質問の中で、旧樹海中学校、旧樹海東小学校、

旧布礼別小学校、また旧麓郷中学校についての現状をお

聞きしました。 

 その中で、旧麓郷中学校におきましては、利活用の打

診があって、入札行為が行われてからも期間が大分過ぎ

ていると認識があるのですが、今後について、どのよう

に利活用検討委員会ではそのことについて話されている

のか、お伺いいたします。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 総務部長関澤博行君。 

○総務部長（関澤博行君） 松下議員の再質問にお答え

いたします。 

 旧麓郷中学校について、民間事業者から打診を受けて

いる状況ということでありまして、利活用検討委員会の

中では、売却すべき物件というところで結論を出してい

るところでございます。その後、民間事業者の方と個別

に協議をさせていただいておりますけれども、それ以降、

売却を決定して以降については、利活用検討委員会の中

では協議はしていないものとなってございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ２番松下寿美枝君。 

○２番（松下寿美枝君） それでは、確認なのですが、
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旧麓郷中学校については売却ということで結論がついて

いる、売却されたという理解でよろしいでしょうか。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 総務部長関澤博行君。 

○総務部長（関澤博行君） 松下議員の再々質問にお答

えいたします。 

 旧麓郷中学校については、松下議員のお話しのとおり、

売却するという前提で進めてございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 暫時休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午後２時20分 休憩 

        午後２時20分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文君） 休憩前に引き続き、会議を開き

ます。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 御答弁願います。 

 総務部長関澤博行君。 

○総務部長（関澤博行君） 松下議員の再々質問にお答

えいたします。 

 旧麓郷中学校については、まだ売却の契約は結んでい

ない状況にございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ２番松下寿美枝君。 

○２番（松下寿美枝君） それでは、３点目の質問に入

ります。 

 ３点目の質問で、富良野市未利用財産利活用基本方針

の更新について、内容的にはあまり変わらないが、引用

資料や、必要に応じて更新していくという答弁をいただ

きました。 

 その次の共創の取組とも関わってくるのですが、いろ

いろなところで市民からの意見の聴取とか、そういった

ところが、基本方針の中でも、また、委員会報告の中で

もそういった意見を聞きながら利活用を検討されてはど

うか、そういった文言が入っております。 

 そういった市有財産の活用に向けて、民間活力がもっ

ともっと関われるように、官民ともに考えていく仕組み

づくりということも一つ必要なのかと思っています。例

えば、市民や民間からの提案制度など、そういったもの

を、仕組みとして具体的にこういった利活用方針に盛り

込んでいくことも必要ではないかと考えますが、お考え

をお伺いします。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 総務部長関澤博行君。 

○総務部長（関澤博行君） 松下議員の再質問にお答え

いたします。 

 公有財産の利活用に対しての共創の考え方、仕組みづ

くりということかというふうに思います。 

 第６次総合計画につきましては、市の取組について、

共創の手法を取り入れながら進めていくということを大

きなテーマとして掲げて進めているものでございます。

そのことについては、未利用財産の活用についても検討

すべき事項だというふうに考えておりますので、市民や

民間事業者の様々な御意見をいただく、そういった仕組

みづくりについても今後研究を進めてまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ２番松下寿美枝君。 

○２番（松下寿美枝君） 総合計画の中での共創のまち

づくり、その中で確認させていただきたいのですが、こ

の市有財産の活用に向けた取組という部分は、自主財源

の確保についての取組に当てはまるのかどうか、そこに

はふるさと納税ということで書いてあったかと思うので

すが、そこに市有財産も含まれるのかどうか、見解をお

伺いします。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 総務部長関澤博行君。 

○総務部長（関澤博行君） 松下議員の再質問にお答え

いたします。 

 第６次総合計画の中のどの部分にこの課題を位置づけ

るのかというようなことでよろしかったでしょうか。 

 未利用財産の利活用につきましては、未利用財産の活

用方針を含めて、第６次総合計画の中で盛り込んでいく

ことを検討していきたいと考えてございますが、それを

財源づくりのほうに位置づけるのがいいのか、行政財産

として使うということも、いま未利用となっている財産

については可能性はございますので、位置づけの仕方に

つきまして検討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ２番松下寿美枝君。 

○２番（松下寿美枝君） 続いて、２件目の質問に移り

ます。 

 １点目の中央公民館の公民館機能の充実について、こ

ちらも、先ほどのお２人の議員からも冷房のことはお話

しされていました。 

 私自身も、この夏、涼しいところを求めていろいろな

ところに行ったのですが、やはり、先ほど答弁の中にも

ありましたように、図書館をクールスポットとして紹介

していく、そういった部分では、図書館は非常に涼しか

ったのですが、図書館より上の部分が非常に暑く、学習

スペースは限られたところでしっかりと冷房が入ってい

たのですが、そのほかの部分で活動されている方たちも
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暑い、暑いと言いながら活動されている現状がありまし

た。 

 公民館として、人が集うという場所、そういった位置

づけを考えたときには、人が集まりやすい、そういった

環境づくりも必要だと考えます。 

 空調の整備については、適宜、整備をしていくという

ことだったのですが、今後の整備計画が具体的にありま

したらお聞かせください。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長佐藤保君。 

○教育委員会教育部長（佐藤保君） 松下議員の再質問

にお答えいたします。 

 市立富良野図書館の２階、３階部分の冷房設備は、具

体的に入れる計画がどのようになっているかという御質

問かと思います。 

 図書館施設につきましては、１階部分に冷房がありま

す。あと、２階もホールの部分は冷房が利く施設になっ

てございます。ただ、３階については、松下議員のおっ

しゃるとおり、学習スペースの２か所のみがエアコン設

備がある部屋というふうになっておりまして、２階の大

きな部屋、あと、３階の大きな会議室、こちらのほうは

エアコンが入っていない、また、そういったとこでもう

一つエアコンが入っていない部屋もあるということで、

そこで活動されている方々は、暑い、暑いと、この夏、

おっしゃられて活用されていたというところでございま

すけれども、図書館全体を考えると、１階部分の全部、

あと２階のホールは涼しい部分がありますし、３階にも

そういった冷房の利いた部屋があるということを考える

と、他の施設と見合わせながら、また、図書館自体を修

繕するというところも、30年来の施設ですので、いろい

ろ修繕していかなければならないところが出てきている

というような状況です。 

 それで、冷房を入れる計画はあるのかというところで

いきますと、いまのところ、具体的な計画というのはま

だ持っていない状況でございます。 

 以上です。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 ２番松下寿美枝君。 

○２番（松下寿美枝君） では、次の質問に移ります。 

 公民館条例による開館時間ではなく、いま現在は図書

館に合わせているということで、ほかの貸し館もあるの

で拡充する考えはないということで伺いました。 

 その３点目の質問とも併せてお伺いします。 

 私は、公民館の機能という部分は、やはり、集う場、

また学ぶ、そしてつながる、そういったことがしっかり

とできる社会教育施設、そしてまた、答申でもありまし

たような富良野市民にとっての生涯学習の拠点、そうい

ったことで、非常に重要な場所だと考えています。場所

として、図書館の３階の部分に中央公民館が設置されて

いますが、富良野市の教育委員会として、中央公民館の

役割というものをどのように考えているのか、最後にお

伺いします。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長佐藤保君。 

○教育委員会教育部長（佐藤保君） 松下議員の再質問

にお答えいたします。 

 市教育委員会として、公民館の役割というのはどのよ

うに考えているかというところですけれども、公民館活

動というところでいけば、先ほど松下議員のおっしゃる

とおり、集う、人を集めて、人が集まってくる場所、場

所としての集うというところがあります。また、学ぶと

いうところでいけば、いろいろな学習や体験活動を通じ

ていくというところであります。また、結ぶというとこ

ろでいけば、学習グループづくりとか、人や団体がつな

がったりとかというようなイメージであろうかと思いま

す。私どももそのように考えているところでございます。 

 あと、場所としての中央公民館といいますと、令和５

年１月から図書館と一体となった社会教育施設というこ

とでスタートしたわけなのですけれども、そういった場

所に集うというところでいけば、主にことぶき大学、高

齢者の団体ということで活用していただいてございます

し、そのほかの社会教育団体についても場所を使ってい

ただいたりとかもしていますし、あと、そういったとこ

ろで、中央公民館というところでいけば図書館施設と一

体となったところで使われているというところでありま

す。 

 また、社会教育団体というのも様々なところがありま

す。高齢者もあれば、青少年であったり、教育団体、文

化団体だったりあるわけです。それぞれ用途に合わせて、

図書館の施設に限らず、公民館活動というところは、そ

ういった学ぶ、交流というところでいけば行われている

ものと思っております。 

 いまは図書館の運営時間に合わせてやっているところ

ですけれども、今後も、そういった中で、例えば、和室

が必要なところであればふれあいセンターの和室を使っ

たり、これは青少年のカルチャーとかなのですけれども、

また、高齢者も、生きがい事業とか、そういったところ

ではふれあいセンターを使いますし、また、会議室とし

て使う場合におきましては複合施設の文化会館を使った

りというところで、場所というところでいけば、そうい

った場所にこだわることなく公民館活動というのは行わ

れていくものだというふうに教育委員会では考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 
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○議長（渋谷正文君） 以上で、松下寿美枝君の質問は

終了いたしました。 

 ここで、５分間休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午後２時32分 休憩 

        午後２時36分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文君） 休憩前に引き続き、会議を開き

ます。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 次に、天日公子君の質問を行います。 

 12番天日公子君。 

○12番（天日公子君） -登壇- 

 通告に従い、順次、質問していきます。 

 １件目、福祉灯油の対象者拡大についてお伺いいたし

ます。 

 福祉灯油の正式な名称の事業名は福祉燃料助成事業で

ありますが、一般的に福祉灯油の名で広く市民の中で認

知されておりますので、以下、福祉灯油とさせていただ

きます。 

 福祉灯油は、北海道が、1974年に、低所得の高齢者や

障がい者、ひとり親家庭などに灯油の購入費を助成する

ために始めた制度でした。その後、北海道は、1998年度

からこの制度をやめて市町村に任せるようになり、市町

村では現金での支給をしたり灯油券で支給するなど、支

給方法や金額、対象者の基準は様々でありますが、この

事業は所得の低い人にとって冬の生活を支えるために大

変必要な制度となっております。 

 私は、前回のときの質問でも話をしましたが、ある資

料によりますと、2019年において福祉灯油事業の実施地

は109自治体であり、2021年11月18日において毎年実施し

ているところは、179市町村の中で７市41町８村の56自治

体となっております。その中で、富良野市がこの事業を

途切れることなく毎年実施していることは評価をしてい

るところであります。 

 令和２年度から、社会福祉協議会に委託事業となり、

支給対象者は自己申請となり、今年度は４回目となりま

した。 

 灯油は、暖房、風呂、給湯の燃料として１年中使われ

ていますが、特に冬には欠かせません。 

 北海道の家庭灯油価格の動向は、令和（44ページで訂

正）２年12月、平均78.4円、令和３年12月、平均112.0

円、令和４年12月、平均116.7円、また、令和５年９月19

日において、富良野市のある店舗では消費税込みで128

円となっております。毎年、値上がりが続いております。

値上がりの要因は、ロシアのウクライナ侵攻、円安、主

要産油国の減産決定などと言われております。 

 現在、政府は激減緩和措置を取っており、灯油も対象

となっておりますので、今後は価格が下がる予定ですが、

期限は12月末までとなっております。また、令和４年に

近い価格に下がったとしても、価格は高止まりであり、

年金高齢者にとっては、冬の暖房のための灯油使用料は、

体のためにもあまり減らすことはできませんので、灯油

代の支出は多くなっております。 

 また、令和５年に入り、物価や賃金の上昇に対応する

ために、国民年金は、３年ぶりに、満額かけた人で68歳

以上、月1,234円、67歳以下、月1,434円引き上げられま

したが、毎日必要とされている食費の値上がりが大きく、

物価の上昇率には追いついておらず、実質的には目減り

していると言われ、生活が苦しくなっております。 

 このような生活状況であることから、次の質問をいた

します。 

 １点目、灯油代、食料品など物価が高騰している中、

年金は物価や賃金の動きによって改定されたとしていま

すが、物価に追いついていない現状であります。政府は、

灯油代においても激変緩和措置を取ることにしておりま

すが、高止まりであります。 

 富良野市は、低所得者を対象に暖房用燃料の一部を福

祉灯油として支給していますが、事業の委託先、富良野

市社会福祉協議会との話合いの中での課題はないのか、

また、支給実績者の推移についてお伺いいたします。 

 ２点目、富良野市は、福祉灯油対象者基準を生活保護

法による最低生活費の1.1倍以下としています。対象は高

齢者が多いと思われますが、昨今、生活が苦しくなって

きている状況から、基準範囲を就学援助と同じく1.3倍以

下に段階的に取り組むことはできないのか、お伺いいた

します。 

 ２件目、ＪＲ根室線富良野－新得間廃線後における零

号歩道橋横の市道開通について。 

 １件目、ＪＲ根室線富良野－新得間の廃止に伴う対応

についてでありますが、今年度の第２回定例会において、

坂口議員の質問に対しての答弁として、令和６年３月31

日をもって根室線富良野－新得間の鉄道事業が廃止され

ることによる廃線後の駅舎などの利活用の考えについて

は、ＪＲ北海道との協議を開始するには至っていないと

しており、今後、ＪＲ北海道側の意向を確認した上で、

市民の方々などから広く御意見、御要望をお聞きしなが

ら方向性を見定めてまいりたいと考えておりますと述べ

ております。 

 これらを踏まえて、富良野－新得間の廃止が決まりま

したので、昭和57年９月後から閉鎖していた市道春日栄

町線の開通に早く取り組んでいただきたい思いで質問を

いたします。 

 昭和57年９月に完成された零号歩道橋においては、栄

町側は、目の不自由な人からすると音が違ってきている

そうです。このことからも、傷んできており、修理も必
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要になってくると思いますし、また、廃線の話が出る前

のことですが、市民から、汽車の通行も少なくなってい

るので道路に戻してほしいと要望がありました。また、

春日町にあるふれあいセンターは、富良野市内全体の唯

一の福祉避難所でありますが、駅西側の人が行く場合に

は、もし大雨時の場合、富良野市春日町５、富良野中央

跨道橋を利用したくても、大雨時、冠水注意の表示があ

りますので危険になります。 

 そのようなことからも、車椅子でも通行できるように、

また、高齢者が冬の歩道橋を渡る負担を少なくするよう

に、開通に向けての質問をいたします。 

 １点目、富良野－新得間のＪＲ廃線を機に、零号歩道

橋横の市道春日栄町線を開通することは、災害時におけ

る避難場所への通行の利便や日常生活においても負担が

少なくなります。また、昭和57年９月完成の零号歩道橋

は傷んできている状況であります。零号歩道橋横市道春

日栄町線開通に向けて早く取り組むことが生活向上につ

ながると思います。 

 今後の対応について、お伺いいたします。 

 以上、１回目の質問を終わります。 

○議長（渋谷正文君） 暫時休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午後２時47分 休憩 

        午後２時47分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文君） 休憩前に引き続き、会議を開き

ます。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 ただいまの天日公子君の質問の中で訂正箇所がありま

すので、改めて発言をお願いいたします。 

 12番天日公子君。 

○12番（天日公子君） 先ほど、家庭灯油価格の動向に

ついて、令和と言わなければいけなかったところを平成

と申し上げましたので、訂正させていただきます。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） -登壇- 

 天日議員の御質問にお答えします。 

 １件目の福祉灯油の対象者拡大についてでありますが、

本事業は、冬季の暖房燃料の需要期に当たり、厳しい生

活環境にある世帯を対象とし、生活条件の緩和と生活意

欲の助長を図ることを目的として暖房用燃料費の一部を

支給しております。本市が実施主体となり、富良野市社

会福祉協議会へ委託し、申請受付及び支給事務を行って

おります。 

 事業実施における課題につきましては、委託先である

富良野市社会福祉協議会では、チラシの全戸配布による

周知を図り、申請漏れを防ぐための対応を行っておりま

すが、申請期限を過ぎてからのお問合せもあるため、様々

な媒体を活用したさらなる周知が必要であると考えてお

ります。 

 また、支給者につきましては、平成30年度から令和３

年度までは100世帯前後で推移しておりましたが、令和４

年度は144世帯に増加しております。 

 次に、支給基準についてでありますが、令和３年度、

４年度には、支給額を１万円から１万5,000円へ増額いた

しました。本事業は、北海道による地域づくり総合交付

金の対象事業となっているため、支給対象基準の拡大に

つきましては、支給額も含め、今後の北海道の動向を注

視してまいります。 

 ２件目のＪＲ根室線富良野－新得間の廃止後における

零号歩道橋横の市道開通についてでありますが、ＪＲ根

室線富良野－新得間の鉄道事業廃止後の鉄道敷地等の取

扱いについて、ＪＲ北海道に意向を確認したところ、富

良野駅構内のうち、布部方面の一部について、貨物列車

や観光列車などの入替え線として現在の設備を引き続き

活用することを検討しているとの返答を受けております。 

 特に、貨物列車が一時的に待機するためのエリアとし

て活用することを想定した場合、かなりの路線長が必要

になると予想されますが、具体的な範囲等については、

現在のところ未定とのことであります。 

 廃止後の鉄道敷地に新たな道路が敷設され、平面での

往来が容易なものとなれば、日常生活など様々な場面で

利便性が向上するものと認識しておりますが、根室線、

富良野線の両線が貨客を取り扱うに足る機能を引き続き

維持していくためには、一定程度の設備の確保が必要と

いう鉄道事業者側の事情も理解できるところでございま

すので、廃線後の鉄道敷地を活用した道路等の開通につ

きましては、ＪＲ北海道側の意向を踏まえ、整備の可能

性について検討してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（渋谷正文君） 再質問ございませんか。 

 12番天日公子君。 

○12番（天日公子君） 福祉灯油につきましては、富良

野市社会福祉協議会に委託されておりまして、先ほど申

請漏れを防ぐためにいろいろ今後も対応していくという

ことをお聞きいたしました。 

 申請するに当たりまして、令和２年度以降から申請制

度になっておりますが、その申請制度のメリットをどの

ように捉えているのか、お聞きいたします。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 保健福祉部長柿本敦史君。 

○保健福祉部長（柿本敦史君） 天日議員の再質問にお

答えいたします。 

 福祉灯油が申請方式に変わった件に関してのメリット

等という御質問でございます。 
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 令和２年度に申請方式に変えた際に、富良野市社会福

祉協議会と、申請方法の支給額の要綱策定や配分世帯の

考え方、周知の方法、灯油価格の状況とか社会情勢の動

向を踏まえて打合せを行ってまいりました。その結果、

現在の形になってございます。 

 申請方式に変更した際には混乱はなかったと考えてお

りまして、申請方式にしたことによって、対象者の生活

相談や困窮者支援につながるといった効果も見られたと

いうふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 12番天日公子君。 

○12番（天日公子君） 続きまして、福祉灯油の対象者

拡大についてということで私は質問したつもりでおりま

すが、答弁が金額の動向についてというふうに承ったの

ですが、その件についてはいかがでしょうか。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 保健福祉部長柿本敦史君。 

○保健福祉部長（柿本敦史君） 天日議員の再質問にお

答えいたします。 

 支給対象基準の拡大という御質問でございますが、先

ほど市長が答弁した部分といたしましては、支給対象基

準の拡大につきましては、支給額も含め、対象基準も含

めて今後検討してまいりたいというふうに御答弁させて

いただいております。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 12番天日公子君。 

○12番（天日公子君） 支給額については、北海道の動

向を見て検討していくということは分かるのですが、対

象者拡大については、1.1倍以下を1.3倍以下までに段階

的に対象者を拡大していくということは、これは北海道

の見解を待たなくても富良野市で検討していくことがで

きると思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 保健福祉部長柿本敦史君。 

○保健福祉部長（柿本敦史君） 天日議員の再々質問に

お答えいたします。 

 北海道の地域づくり総合交付金の部分としましては、

高齢者等の冬の生活支援事業になりますが、人口１万人

から３万人未満の交付額は、支給額の２分の１で上限60

万円という設定がされてございます。ということは、交

付基準額が120万円を北海道のほうでは想定しておりま

す。私どもは、１万円掛ける120世帯分ということで、大

体、北海道のほうも120世帯ぐらいを想定しての交付基準

の上限額となってございます。 

 いまのところ、北海道のほうが令和３年度、令和４年

度に対しまして60万円の上限額を90万円にということで

改定されたのに伴いまして、１万円を１万5,000円に上限

額を上げて給付させていただいてきておりますが、これ

は、世帯数を横に広げるのか、対象世帯の中で交付額を

上げるのかというところは私ども市町村の裁量となって

ございますので、そのところは、今後の北海道の交付金

の要綱の決定を踏まえてどのような形にしていくのかと

いうことは、令和５年度のこの事業を開始する際までに

検討していきたいというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 12番天日公子君。 

○12番（天日公子君） ２件目の春日栄町線の市道の開

通についてでございます。 

 これにつきましては、ＪＲ北海道との話合いの中では、

やはり、貨物の入替えにおいて距離を取るので市道の開

通は難しいということでありましたが、その後でも、市

道開通によって市民の利便性も増すということも理解し

ていただいておりますので、今後、ＪＲと十分に話し合

って取り組んでいただきたい、そして検討していただき

たいと思っております。 

 もしできましたら、私は素人なのですが、簡単な遮断

機とか、それから、止まれの標識とか、そういうもので

対応できないのかどうかも含めて検討していただければ

と思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 企画振興課長小笠原竹伸君。 

○企画振興課長（小笠原竹伸君） 天日議員の再質問に

お答えいたします。 

 春日栄町線の開通に向けて、例えば、簡単な遮断機や

止まれ標識での対応はどうだろうかというような御質問

と受け止めさせていただきました。 

 現在、新たな踏切を設けようとした場合についても、

実は、せんだって、ＪＲのほうにその可能性について質

問させていただきましたが、ＪＲ側からの回答としまし

ては、現在、国の許可基準が非常に厳しいものを課せら

れているため、新規の踏切の設置は極めて困難であると

いう回答を得ております。 

 したがいまして、開通の可能性があるとすれば、やは

り、ＪＲ側がそこの敷地を使用しませんという後のお話

になろうかなというふうに思いますので、引き続き、Ｊ

Ｒ側の判断を待ちたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

 12番天日公子君。 

○12番（天日公子君） いまのお話をお聞きしまして、

今後も、積極的に開通に向けて取り組んでいただきたい

と思っておりますので、対応を期待しております。（発

言する者あり） 
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○議長（渋谷正文君） 天日議員、再度、質問内容を整

理して質問をお願いいたします。 

 12番天日公子君。 

○12番（天日公子君） 開通に向けて、大変困難だとい

う理由をお聞きいたしました。 

 でも、まだこれから情勢も変わってくることもあると

思いますので、引き続き丁寧な対応をお願いしたいと思

っております。そういうことで、行政もこれについて十

分な検討をしていただきたいと思います。 

 答弁いただきたいと思います。 

○議長（渋谷正文君） 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） 天日議員の再質問にお答えさせて

いただきます。 

 平面での交差交通が可能なように努力せよということ

でございました。 

 状況については先ほど御答弁をさせていただいており

ますが、ＪＲ側の構内をどのように活用するかというの

がまだ決定されておりませんので、なかなか難しい話で

あるというのは御理解をいただいたかというふうに思い

ます。 

 ただ、天日議員が頑張れということでございますので、

一生懸命考えますけれども、物理的に難しいものも出て

こようかと思います。例えば、貨車が何十両と連結され

ておりますから、それを分けて入替えができるというよ

うなことが可能になれば距離も短くなりますし、いま言

われたように、平面交差が可能なところが出てくるかと

は思っております。あるいは、駅構内の形がどうなるか

ということも今後の中では条件として出てくるかと思っ

ておりますので、そうしたあらゆる可能性を否定するこ

となく、今後も、平面交差可能なようにＪＲにも申入れ

をさせていただき、また、自治体側としても努力をして

まいりたいと思っておりますので、ひとつ御理解のほど

をよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（渋谷正文君） 続いて、質問ございませんか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文君） 以上で、天日公子君の質問は終

了いたしました。 

――――――――――――――――――――――――― 

        散  会  宣  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文君） 以上で、本日の日程は終了いた

しました。 

 21日、22日、25日は議案調査のため、23日、24日は休

日のため、それぞれ休会といたします。 

 26日の議事日程は、当日配付いたします。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

 

                午後３時04分 散会 
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